
三
　
教
科
書
―
―
学
校
教
育
と
『
今
昔
物
語
集
』

１
　
検
定
制
度
期
中
学
校
教
科
書
の
『
今
昔
物
語
集
』

　
近
代
の
学
校
制
度
は
明
治
五
年
１
８
７
２
の
学
制
頒
布
を
も
っ
て
実
質
上
始

ま
る
が
、
教
科
書
は
当
初
の
文
部
省
編
纂
出
版
、
蔵
版
翻
刻
許
可
（
初
等
教
育
）、

各
府
県
伺
出
図
書
調
査
（
不
良
図
書
通
知
）
な
ど
の
行
政
措
置
が
行
わ
れ
た
後
、

①
開
申
制
度
期
（
明
治
一
四
年
１
８
８
１
五
月
文
部
省
達
第
　
号
、
所
定
書
式
に
よ
る

１６

文
部
省
へ
の
使
用
教
科
書
開
申
）、
②
認
可
制
度
期
（
明
治
一
六
年
１
８
８
３
七
月
文
部

省
達
第
　
号
、
文
部
省
認
可
後
の
使
用
）
を
経
て
、
明
治
一
九
年
１
８
８
６
五
月
（
文

１４

部
省
令
第
７
号
）
以
降
③
検
定
制
度
期
に
入
る
（
④
国
定
教
科
書
期
は
初
等
教
育
で
明

治
三
六
年
１
９
０
３
四
月
か
ら
、
中
等
教
育
は
昭
和
一
八
年
１
９
４
３
か
ら
。
⑤
新
検
定

制
度
期
は
昭
和
二
三
年
１
９
４
８
四
月
以
降
）。
検
定
制
度
期
の
中
学
校
教
科
書
に
お

け
る
『
今
昔
物
語
集
』
話
の
採
録
状
況
は
末
尾
別
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
（
田

坂
文
穂
編
『
旧
制
中
等
教
育
国
語
科
教
科
書
内
容
索
引
』
１
９
８
４
に
よ
る
。
但
し
、
各
教

科
書
の
出
典
名
記
載
を
確
認
し
て
一
部
修
訂
を
施
し
た
）。

　
総
計
一
一
七
点
中
五
七
点
の
検
定
教
科
書
に
本
集
話
題
を
見
出
だ
す
こ
と
が

で
き
る
（
異
な
り
話
数
、
三
九
話
）。
一
目
し
て
気
づ
か
れ
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が

本
朝
世
俗
部
か
ら
の
取
材
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
収
載
話
数
の
変
化
で
あ
ろ
う

（
表
中
の
丸
数
字
は
各
教
科
書
の
第
何
冊
目
に
収
載
さ
れ
て
い
る
か
を
示
す
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
編
集
方
針
の
問
題
が
か
ら
む
の
で
今
ふ
れ
な
い
）。

　
本
朝
世
俗
部
譚
か
ら
の
取
材
は
全
三
九
話
中
三
七
話
に
及
ぶ
。
本
朝
世
俗
譚

が
多
い
点
は
井
沢
長
秀
『
考
訂
今
昔
物
語
』（
前
編
享
保
五
年
１
７
２
０
、
後
編
同

一
八
年
１
７
３
３
。
明
治
二
九
年
１
８
９
６
一
二
月
活
字
翻
刻
、
上
下
、
辻
本
尚
古
堂
）
等

以
来
の
こ
と
で
怪
し
む
に
た
り
な
い
（
本
朝
世
俗
譚
以
外
の
二
話
は
坪
内
逍
遙
、
西

尾
実
編
集
教
科
書
に
収
載
。
こ
れ
は
そ
れ
と
し
て
意
味
深
い
が
今
措
く
）。
興
味
深
い
の

は
、　
高
木
武
『
大
日
本
読
本
　
新
制
第
二
版
』（
昭
和
一
〇
年
１
９
３
５
）
第
八

５１

巻
「
芋
粥
」（
巻
二
六
　
「
利
仁
将
軍
若
時
、
従
京
敦
賀
将
行
五
位
語
」）
を
除
く
三
六

１７

話
が
す
べ
て
明
治
三
三
年
１
９
０
０
以
前
の
教
科
書
に
登
場
し
て
い
て
（「
芋
粥
」

は
芥
川
の
同
名
作
品
の
原
拠
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
）、
以
後
あ
ら
た
な
教
材
発

掘
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
覧
か
ら
気
づ
か
れ
る
こ
と

の
今
一
つ
で
あ
る
収
載
話
数
の
変
化
（
一
教
科
書
へ
の
本
集
話
採
録
数
の
減
少
）
と

も
か
か
わ
る
こ
と
だ
が
、「
中
学
校
令
」
の
改
正
（
明
治
三
二
年
１
８
９
９
二
月
、

勅
令
第
　
号
）
を
う
け
た
「
中
学
校
令
施
行
規
則
」（
明
治
三
四
年
１
９
０
１
三
月
、

２８

　

今
昔
物
語
集
と
近
代
（
下
）
―
―
学
術
・
小
説
・
教
科
書
―
―

竹
　
村
　
信
　
治
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文
部
省
令
第
３
号
）
で
「
学
科
及
其
ノ
内
容
」
が
「
国
語
及
漢
文
ハ
普
通
ノ
言
語

文
章
ヲ
了
解
シ
正
確
且
自
由
ニ
思
想
ヲ
表
彰
ス
ル
ノ
能
ヲ
得
シ
メ
文
学
上
ノ
趣

味
ヲ
養
ヒ
兼
テ
智
徳
ノ
啓
発
ニ
資
ス
ル
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス
国
語
及
漢
文
ハ
現
時

ノ
国
文
ヲ
主
ト
シ
テ
講
読
セ
シ
メ
進
ミ
テ
ハ
近
古
ノ
国
文
ニ
及
ホ
シ
又
実
用
簡

易
ナ
ル
文
ヲ
作
ラ
シ
メ
文
法
ノ
大
要
、
国
文
学
史
ノ
一
斑
ヲ
授
ケ
又
平
易
ナ
ル

漢
文
ヲ
講
読
セ
シ
メ
且
習
字
ヲ
授
ク
ヘ
シ
」（
第
三
条
）
と
規
定
さ
れ
た
こ
と
に

そ
の
原
因
が
あ
る
（
こ
う
し
た
動
向
は
明
治
二
七
年
１
８
９
４
九
月
の
文
部
省
令
第
　２４

号
「
尋
常
中
学
校
入
学
規
程
」
に
応
ず
る
教
科
書
と
し
て
そ
の
翌
年
に
出
た
『
新
撰
国
文
』

の
広
告
〈『
帝
国
文
学
』
明
治
二
八
年
一
月
号
〉
や
明
治
三
二
年
１
８
９
９
発
行
の
　
大
町

１１

芳
衛
・
上
田
敏
『
新
体
中
学
国
文
教
程
』
の
「
凡
例
」〈「
国
文
と
は
、
古
文
の
謂
に
非
ず
、

現
に
今
日
用
ゐ
る
べ
き
文
章
の
謂
な
り
。
世
に
所
謂
普
通
文
こ
れ
な
り
。」「
在
来
の
読
本

は
、
多
く
古
人
の
漫
筆
を
集
め
た
る
に
過
ぎ
ず
。
こ
れ
明
治
新
国
民
の
読
本
と
す
べ
く
も

あ
ら
ず
。」〉
な
ど
に
す
で
に
現
れ
、
ま
た
　
三
土
忠
造
『〈
中
／
学
〉
国
語
読
本
』〈
明
治

１７

三
四
年
１
９
０
１
〉「
編
纂
余
言
」
に
も
明
確
に
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
明
治
三
五
年
１
９

０
２
二
月
文
部
省
訓
令
第
３
号
「
中
学
校
教
授
要
目
」
の
「
近
古
文
」
例
示
は
「
保
元
平
治

物
語
、
神
皇
正
統
記
、
十
訓
抄
、
樵
談
治
要
」〈
第
三
学
年
〉、「
源
平
盛
衰
記
、
太
平
記
」

〈
第
四
・
五
学
年
〉」
に
限
ら
れ
る
）。
表
示
す
る
こ
と
は
控
え
た
が
、
本
集
話
不
採
録

検
定
済
教
科
書
全
六
〇
点
の
う
ち
明
治
三
三
年
以
前
の
も
の
は
普
通
文
教
材
中

心
の
七
点
（
全
二
一
点
中
）
に
と
ど
ま
り
、
明
治
三
四
年
以
降
の
そ
れ
が
五
三
点

（
全
九
六
点
中
）
を
数
え
る
こ
と
と
も
併
せ
み
る
と
、
明
治
三
三
、
四
年
以
降
、

「
現
時
ノ
国
文
ヲ
主
ト
シ
テ
講
読
セ
シ
メ
」
と
の
国
語
教
育
政
策
の
も
と
、
本
集

か
ら
の
取
材
は
減
少
し
、
あ
ら
た
な
教
材
発
掘
も
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
（
そ
れ
だ
け
に
逍
遙
や
西
尾
実
、
高
木
武
の
創
意
が
際
だ
つ
こ
と
に
も
な
る
）。

２
　『
攷
證
今
昔
物
語
集
』
以
前
の
『
今
昔
物
語
集
』

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
こ
と
は
、
本
稿
が
関
心
を
寄
せ
て
い
る
近
代
の
『
今
昔
物

語
集
』
享
受
の
問
題
に
ひ
き
つ
け
て
捉
え
返
す
と
き
、
逆
に
明
治
三
三
、
四
年

以
前
の
中
等
教
育
現
場
に
お
け
る
本
集
享
受
の
盛
行
ぶ
り
を
伝
え
る
こ
と
に
な

る
。
明
治
二
一
年
１
８
８
８
の
１
関
根
正
直
『
近
体
国
文
教
科
書
』
は
一
〇
話
、

明
治
二
六
年
１
８
９
３
の
３
中
村
秋
香
『
中
学
国
語
読
本
』、
明
治
二
八
年
１
８

９
５
の
６
新
保
磐
次
『
中
学
国
文
読
本
』、
明
治
三
〇
年
１
８
９
７
の
８
物
集
高

見
『
新
撰
国
文
中
学
読
本
』
は
そ
れ
ぞ
れ
四
話
、
同
年
９
落
合
直
文
『
中
等
国

文
読
本
』
は
五
話
、
明
治
三
二
年
１
８
９
９
の
　
大
塚
彦
太
郎
『
中
等
教
育
国

１０

文
読
本
』
に
い
た
っ
て
は
一
七
話
を
採
録
し
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
収
載

話
数
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
の
　
『
中
等
教
育
国
文
読
本
』
は
全
一
〇
冊
か
ら

１０

な
る
が
、
そ
の
構
成
は

一
随
筆
類
（
上
〈
益
軒
・
梅
園
・
南
谿
〉
下
〈
鳩
巣
・
春
台
・
白
石
〉）

二
物
語
類
（
今
昔
物
語
・
宇
治
拾
遺
物
語
）

三
草
紙
類
（
花
月
草
紙
・
徒
然
草
）

四
雑
史
類
（
上
〈
神
皇
正
統
記
〉
下
〈
増
鏡
・
大
鏡
〉）

五
日
記
類
（
土
佐
・
十
六
夜
）

六
戦
記
類
（
上
〈
保
元
・
平
治
・
平
家
〉
下
〈
盛
衰
記
・
太
平
記
〉）

七
文
集
類
（
浜
臣
・
春
海
・
千
蔭
・
宣
長
・
真
淵
）

と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
今
昔
物
語
集
』
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
と
も
に

「
物
語
」
の
代
表
作
品
と
し
て
の
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
大
正
二

年
１
９
１
３
発
刊
の
『
郷
土
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
高
木
敏
雄
「
今
昔
物
語
の
研
究
」
で
本

集
を
「
日
本
に
於
け
る
最
大
最
古
の
物
語
集
と
し
て
、
日
本
の
物
語
文
学
に
最
重
要
な
位

置
を
占
め
て
ゐ
る
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
に
於
け
る
物
語
文
学
界
に
於
て
も
最
重
要
な
る
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も
の
の
一
つ
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
の
は
こ
れ
と
関
わ
り
が
あ
ろ
う
。
小
峯
２
０
０
０
、

参
照
）。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
扱
い
は
教
育
的
な
配
慮
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
、
本

集
話
一
〇
話
を
全
一
〇
巻
中
第
三
巻
に
収
め
る
１
関
根
正
直
『
近
体
国
文
教
科

書
』
は
「
例
言
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

又
近
来
、
国
文
を
習
は
ん
料
の
書
も
か
れ
こ
れ
世
に
出
で
た
れ
ど
、
多
く

は
い
は
ゆ
る
雅
文
す
な
は
ち
古
文
を
と
り
て
模
範
と
し
た
れ
ば
、
擬
古
の

わ
ざ
を
習
は
ん
に
は
さ
て
も
あ
れ
、
日
用
通
行
を
目
的
と
し
て
当
今
の
言

事
を
書
き
記
さ
ん
に
は
す
こ
ぶ
る
不
適
当
と
お
ぼ
ゆ
。
お
よ
そ
古
文
は
今

人
に
耳
ど
ほ
く
、
今
や
う
は
又
不
規
則
難
渋
に
し
て
言
の
意
ま
ぎ
ら
は
し
。

さ
る
は
、
古
き
を
す
こ
し
引
き
下
げ
今
や
う
な
る
を
押
し
上
げ
て
、
古
雅

に
傾
か
ず
鄙
俚
に
流
れ
ず
、
平
暢
に
し
て
通
じ
易
く
漢
語
俗
言
を
雑
へ
な

が
ら
国
文
の
脈
を
失
は
ざ
ら
ん
程
の
も
の
こ
そ
見
ま
ほ
し
け
れ
と
思
ひ
て
、

さ
る
か
た
の
模
範
と
な
る
べ
き
も
の
を
撰
集
し
て
国
文
教
科
書
と
名
づ
け

つ
。

　
同
様
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
検
定
制
度
開
始
以
前
に
発
行
さ
れ
て
広
く
行
わ

れ
た
文
範
集
的
教
科
書
『
和
文
読
本
』（
四
冊
、
稲
垣
千
穎
編
、
明
治
一
五
年
１
８
８

２
一
二
月
）
が
「
さ
れ
ば
此
の
書
、
今
の
世
の
極
め
て
初
学
の
誦
読
の
為
に
と
て

物
し
た
る
に
て
、
な
か
な
か
に
め
で
た
く
う
る
は
し
き
雅
文
は
、
容
易
く
さ
と

り
難
き
方
も
あ
れ
ば
、
或
は
軍
記
、
或
は
俗
物
語
な
ど
よ
り
さ
へ
と
り
て
、
多

き
中
に
は
、
御
国
文
の
体
な
ら
ぬ
も
、
又
詞
の
あ
や
し
く
さ
と
び
た
る
も
あ
れ

ど
、
む
げ
に
後
世
な
ら
ね
ば
、
さ
す
が
に
お
の
づ
か
ら
雅
び
た
る
処
あ
り
て
、

其
の
方
に
罪
ゆ
る
さ
る
ゝ
こ
ゝ
ち
せ
ら
る
ゝ
な
り
。」
と
記
す
と
こ
ろ
に
も
指
摘

で
き
よ
う
。
そ
こ
に
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』『
古
今
著
聞
集
』『
十
訓
抄
』『
体
源

抄
』『
大
鏡
』『
保
元
物
語
』『
平
家
物
語
』『
源
平
盛
衰
記
』『
太
平
記
』『
吉
野

拾
遺
』『
徒
然
草
』『
扶
桑
拾
葉
集
』『
東
鑑
』
と
と
も
に
、「
俗
物
語
」
と
し
て

の
『
今
昔
物
語
集
』
か
ら
、

　
・「
狗
大
な
る
蛇
を
咋
殺
す
話
〈
今
昔
物
語
〉
源
隆
国
卿
」（
巻
二
・
動
植
、『
今

昔
物
語
集
』
巻
二
九
　
「
陸
奥
国
狗
山
狗
、
咋
殺
大
蛇
語
」）

３２

　
・「
を
こ
者
己
が
影
に
怖
る
ゝ
語
〈
今
昔
物
語
〉
源
隆
国
卿
」（
巻
三
・
俳
諧
、

同
巻
二
八
　
「
立
兵
者
、
見
我
影
成
恐
語
」）

４２

の
二
話
が
す
で
に
引
か
れ
て
い
る
（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
か
ら
は
「
源
頼
信
、
平
忠
恒

を
せ
む
る
こ
と
〈
宇
治
拾
遺
物
語
〉
源
隆
国
卿
」（
巻
一
・
軍
旅
）、「
袴
垂
、
保
昌
に
あ
ふ

こ
と
〈
宇
治
拾
遺
物
語
〉
源
隆
国
卿
」（
巻
三
・
武
勇
）、「
遣
唐
使
虎
を
殺
す
こ
と
〈
宇
治

拾
遺
物
語
〉
源
隆
国
卿
」（
巻
三
・
武
勇
）
の
三
話
）。

　
こ
の
ほ
か
作
者
順
文
例
引
用
文
学
史
の
途
を
拓
い
た
と
さ
れ
る
芳
賀
矢
一
・

立
花
銑
三
郎
『
国
文
学
読
本
』
で
も
（
明
治
二
三
年
１
８
９
０
。「
例
言
」
冒
頭
に

「
此
書
は
読
者
を
し
て
粗
々
国
文
学
の
通
観
を
得
せ
し
め
ん
事
を
期
し
、
専
ら
教
育
上
、
並

に
文
学
上
の
目
的
を
以
て
編
纂
せ
り
」
と
あ
る
）、
柿
本
人
麻
呂
・
山
部
赤
人
・
紀
貫

之
・
紫
式
部
・
清
少
納
言
に
続
い
て
「
○
源
隆
国
卿
／
立
兵
者
見
我
影
成
恐
語

／
鬼
に
瘤
と
ら
る
ゝ
事
」
と
し
て
本
集
話
と
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
話
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、『
今
昔
物
語
集
』
は
、
先
に
見
た
三
上
参
次
・
高
津
鍬
三

郎
『
日
本
文
学
史
』（
明
治
二
三
年
１
８
９
０
）、
藤
岡
作
太
郎
『
国
文
学
全
史
』

（
明
治
三
八
年
１
９
０
５
）、『
国
文
学
十
講
』（
明
治
三
二
年
１
８
９
９
一
二
月
）
に
お

け
る
評
価
と
は
別
に
、
明
治
三
三
、
四
年
以
前
の
中
学
校
で
多
く
学
ば
れ
相
応

の
位
置
を
す
で
に
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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３
　
検
定
制
度
と
『
今
昔
物
語
集
』―
―『
考
訂
今
昔
物
語
』
か
ら
の
離
陸

　
検
定
制
度
期
の
中
学
校
教
科
書
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
明
治
期
の
『
今
昔
物
語

集
』
享
受
実
態
は
右
の
ご
と
く
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
非
検
定
本
な
ど
調
査
範
囲

を
さ
ら
に
ひ
ろ
げ
れ
ば
一
層
明
瞭
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
明
治
二
九

年
１
８
９
６
四
月
に
第
一
高
等
学
校
国
文
学
科
（
代
表
高
津
鍬
三
郎
）
が
編
纂
し

た
高
等
学
校
用
教
科
書
『
高
等
国
文
』
の
第
三
巻
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
全
一

四
話
、
話
番
号
は
万
治
版
本
の
そ
れ
で
は
な
く
通
し
番
号
が
記
さ
れ
て
い
る
）『
十
訓
抄
』

（
全
一
六
話
）『
古
今
著
聞
集
』（
全
六
話
）『
今
昔
物
語
集
』（
全
八
話
）
か
ら
な
り
、

本
集
か
ら
は

　
＊「
相
撲
人
私
市
宗
平
投
上
鰐
語
」（
巻
二
三
　
）
２３

　
・「
村
上
天
皇
与
菅
原
文
時
作
詩
給
語
」（
巻
二
四
　
）
２６

　
＊「
大
隅
国
司
読
和
歌
語
」（
巻
二
四
　
）
５５

　
・「
平
将
門
発
謀
反
被
誅
語
」（
巻
二
五
１
）

　
・「
藤
原
純
友
依
海
賊
被
誅
語
（
第
二
）」（
巻
二
五
２
）

　
＊「
平
維
茂
罰
藤
原
諸
任
語
」（
巻
二
五
５
）

　
・「
藤
原
親
孝
為
盗
人
被
捕
質
依
頼
信
言
免
語
」（
巻
二
五
　
）
１１

　
＊「
美
作
国
神
依
猟
師
謀
止
生
贄
語
」（
巻
二
六
７
）

が
採
ら
れ
て
い
る
。
検
定
中
学
校
教
科
書
と
重
な
ら
な
い
話
題
（
＊
印
）
を
含
む

点
、
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
を
含
め
、「
初
学
の
徒
」
へ
の
配
慮
を
し
め
す
『
今
昔

宇
治
抄
』（
久
米
幹
文
訓
評
・
山
田
稲
（
子
）
校
正
、
明
治
二
三
年
１
８
９
０
九
月
、
本
集

話
全
四
〇
話
。
同
書
に
は
明
治
二
七
年
一
二
月
の
再
版
発
行
が
確
認
で
き
る
）
や
、「
緒

言
」
に
「
こ
は
教
科
書
に
宛
つ
る
も
の
な
れ
ば
」
と
謳
う
『
今
昔
物
語
読
本
』

（
小
中
村
〈
池
辺
〉
義
象
校
閲
・
国
分
み
さ
（
美
佐
・
操
）
子
編
、
明
治
二
九
年
１
８
９
６

一
二
月
、
全
二
八
話
、『
帝
国
文
学
』
明
治
三
〇
年
１
８
９
７
一
月
号
に
広
告
が
載
る
。
同

書
に
は
明
治
三
〇
年
三
月
の
訂
正
再
版
、
明
治
三
三
年
一
〇
月
の
三
版
の
発
行
が
確
か
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
新
潟
県
立
図
書
館
所
蔵
本
の
見
返
し
に
は
「
大
正
六
、
二
、
十
三
／
旗

野
美
乃
里
」
の
鉛
筆
書
入
も
あ
る
）
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
併
せ
考
え
れ
ば
、

明
治
三
三
、
四
年
以
前
の
学
校
教
育
の
場
に
お
け
る
本
集
享
受
は
そ
れ
な
り
の

量
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
（
な
お
、「
我
が
邦
一
般
の
家
庭
に
、
健
全
に

し
て
多
趣
味
な
る
文
学
的
読
本
を
供
給
し
、
娯
楽
に
由
つ
て
読
書
の
嗜
好
を
養
ひ
、
人
生

の
慰
安
を
与
へ
、
進
ん
で
は
現
今
の
没
趣
味
な
る
社
会
の
風
潮
を
一
変
せ
ん
こ
と
を
期
す
。」

（
巻
末
広
告
）
と
発
刊
趣
旨
を
標
榜
す
る
袖
珍
名
著
文
庫
の
第
五
巻
、
藤
岡
作
太
郎
校
訂

『
今
昔
物
語
選
』
は
、
明
治
三
六
年
１
９
０
３
七
月
、
冨
山
房
の
刊
行
で
全
四
五
話
採
録
。

袖
珍
名
著
文
庫
は
明
治
四
四
年
１
９
１
１
六
月
二
三
日
午
前
七
時
四
〇
分
神
戸
発
の
一
・
二

等
急
行
列
車
に
初
め
て
設
置
さ
れ
た
「
列
車
図
書
館
」
に
備
え
ら
れ
た
が
、
同
年
六
月
二

六
日
の
『
読
売
新
聞
』「
旅
客
と
読
書
」
に
は
、
車
中
で
の
『
今
昔
物
語
選
』
貸
出
利
用
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
永
嶺
重
敏
２
０
０
４
。
な
お
、
上
記
の
明
治
期
抄
録
本
の
収
載
話
は

別
表
２
、
参
照
）。

　
と
こ
ろ
で
、
如
上
の
明
治
中
期
以
前
の
『
今
昔
物
語
集
』
享
受
は
、
本
朝
世

俗
部
譚
を
主
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
近
世
以
降
の
、
特
に
井
沢
長
秀

『
考
訂
今
昔
物
語
』
版
本
の
流
通
と
か
か
わ
る
か
と
考
え
ら
れ
る
（
巻
二
四
５
「
百

済
川
成
、
飛
騨
工
挑
語
」
が
元
禄
五
年
１
６
９
２
刊
『
寂
照
堂
谷
響
続
集
』、
正
徳
三
年
１

７
１
３
刊
『
和
漢
〈
怪
談
〉
乗
合
船
』、
同
五
年
１
７
１
５
刊
『
広
益
俗
説
弁
』
等
に
み
え

る
な
ど
、
近
世
期
に
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
話
題
が
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
う
し
た
採
録
ル
ー
ト
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
う
る
。
塚
田
晃
信
１
９
８
３
、
稲
垣
泰
一
１
９

９
２
、
な
ど
）。『
考
訂
今
昔
物
語
』
は
説
話
標
題
や
本
文
に
か
な
り
の
手
を
入
れ

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
（
稲
垣
泰
一
１
９
９
０
）、
先
に
引
い
て
お
い
た

『
和
文
読
本
』（
明
治
一
五
年
）
の
本
集
話
標
題
「
狗
大
な
る
蛇
を
咋
殺
す
話
」（
本
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集
巻
二
九
　
）「
を
こ
者
己
が
影
に
怖
る
ゝ
語
」（
巻
二
八
　
）
が
『
考
訂
今
昔
物

３２

４２

語
』
の
標
題
「
狗
咋
殺
大
蛇
語
」（
巻
三
〇
３
）「
嗚
呼
者
怖
己
影
語
」（
巻
一
二
６
）

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
同
様
の
こ
と
が
２
『
新
撰
中
学
読
本
』（
明
治

二
三
年
）、
５
『
新
編
国
文
読
本
』（
明
治
二
八
年
）、
６
『
中
学
国
文
読
本
』（
明
治

二
八
年
）
及
び
　
『
中
等
教
育
国
文
読
本
』（
明
治
三
二
年
）
の
一
部
に
も
確
か
め

１０

ら
れ
る
の
は
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

　
た
だ
、
そ
の
一
方
で
『
国
文
学
読
本
』（
明
治
二
三
年
）
の
「
立
兵
者
見
我
影
成

恐
語
」（
巻
二
八
　
）
が
本
集
原
題
と
同
じ
で
あ
る
点
、
同
じ
こ
と
は
７
『
中
学
国

４２

文
』（
明
治
二
九
年
）、
８
『
新
撰
国
文
中
学
読
本
』（
明
治
三
〇
年
）、　
『
中
等
教

１０

育
国
文
読
本
』（
明
治
三
二
年
）、『
高
等
国
文
』（
明
治
二
九
年
）
に
も
認
め
ら
れ
、

さ
ら
に
そ
れ
ら
に
『
考
訂
今
昔
物
語
』
不
収
録
話
が
含
ま
れ
て
い
る
点
な
ど
は
、

『
考
訂
今
昔
物
語
』
以
外
か
ら
の
取
材
も
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
は
た
し

て
、
明
治
二
六
年
五
月
、
中
村
秋
香
が
編
ん
だ
３
『
中
等
国
語
読
本
』
後
編

「
二
五
源
頼
信
」
章
の
「
前
言
」
に
は
す
で
に

（
上
略
）
此
物
語
井
沢
長
秀
が
手
に
成
り
た
る
刊
本
あ
り
。
旧
本
と
は
著
し

き
差
あ
り
て
、
取
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
、

と
見
え
る
。
ま
た
、
明
治
二
九
年
一
二
月
刊
の
前
掲
『
今
昔
物
語
読
本
』
に
も
、

今
昔
物
語
の
流
布
本
は
、
享
保
五
年
、
肥
後
の
人
、
井
沢
長
秀
の
校
正
せ

し
も
の
な
れ
ど
も
、
そ
の
解
き
難
き
所
は
、
あ
る
は
省
き
、
あ
る
は
改
め

た
れ
ば
、
大
に
古
文
の
雅
趣
を
損
せ
り
。
丹
鶴
叢
書
本
、
及
、
史
籍
集
覧

本
は
、
古
写
本
の
ま
ゝ
、
刊
行
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
こ
の
二
書
に
よ
る

を
よ
し
と
す
。
／
こ
の
読
本
は
、
史
籍
集
覧
本
に
よ
り
、
丹
鶴
叢
書
本
、

及
古
写
本
に
よ
り
て
校
正
し
た
り
。
又
、
そ
の
欠
字
あ
る
所
は
、
あ
る
は

省
き
、
あ
る
は
補
ひ
も
し
た
り
。
こ
は
教
科
書
に
宛
つ
る
も
の
な
れ
ば
、

初
学
の
人
々
に
、
解
し
易
か
ら
し
め
む
が
為
め
な
り
。

と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
、
明
治
二
二
年
三
月
刊
の
関
根
正
直
編
１
『
近
体
国
文
教

科
書
』
第
三
巻
「
高
陽
親
王
機
関
木
偶
ヲ
造
ル
　
作
者
不
詳
」（『
考
訂
今
昔
物
語
』

不
採
録
話
題
、
し
た
が
っ
て
「
旧
本
」
か
ら
の
取
材
）
の
頭
書
注
記

此
文
は
大
か
た
の
文
字
も
異
様
に
て
送
り
仮
名
の
法
さ
へ
み
だ
ら
な
れ
ど

か
ゝ
る
か
き
さ
ま
の
を
も
読
み
馴
ら
さ
ん
と
て
其
ま
ゝ
に
さ
し
置
き
つ

あ
る
い
は
、
明
治
二
三
年
九
月
刊
の
久
米
幹
文
訓
評
・
山
田
稲
（
子
）
校
正
『
今

昔
宇
治
抄
』
の
「
緒
言
」

　
一
今
昔
物
語
の
旧
本
は
、
い
と
む
づ
か
し
き
漢
字
を
さ
ま
ゝ
ゝ
ざ
ま
に
は
た

ら
か
せ
て
か
き
た
れ
ば
、
初
学
の
徒
の
た
や
す
く
よ
み
か
た
き
を
、
さ
て

は
い
と
不
便
な
れ
ば
、
か
く
は
め
や
す
く
訓
と
き
て
、
か
き
あ
つ
め
た
る

上
に
、
略
評
を
加
へ
つ
る
な
り
。

（
な
お
、
片
寄
正
義
『
今
昔
物
語
集
の
研
究
　
上
』
第
一
編
第
五
章
第
四
節
三
に
は
、

本
書
に
つ
い
て
、「
久
米
幹
文
訓
評
、
山
田
稲
子
校
正
で
、
今
昔
物
語
集
本
朝
部
よ
り

四
十
話
（
所
拠
伝
本
不
明
）、
宇
治
拾
遺
よ
り
十
話
を
抄
出
し
て
、
平
仮
名
漢
字
交
り

で
書
下
し
、
最
後
に
短
評
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
価
値
は
殆
ど
な
い
が
、
今

昔
物
語
関
係
の
活
字
本
と
し
て
は
最
初
の
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
意
味
か
ら
こ
ゝ
に
掲

げ
た
。」
と
の
評
が
見
え
る
。）

な
ど
と
併
せ
見
る
な
ら
ば
、
明
治
二
二
１
８
８
９
、
三
１
８
９
０
年
前
後
以
降
、

本
集
の
享
受
は
『
考
訂
今
昔
物
語
』
の
範
囲
を
出
て
あ
ら
た
な
段
階
に
入
り
、

依
拠
本
文
に
つ
い
て
も
変
動
期
を
迎
え
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
教
科
書
編
集

の
当
初
、
た
し
か
に
『
考
訂
今
昔
物
語
』
は
依
拠
文
献
の
地
位
に
あ
っ
た
ご
と

く
だ
が
、
標
題
・
本
文
の
「
考
訂
」
に
私
意
を
交
え
た
こ
れ
に
代
わ
っ
て
、
丹

鶴
叢
書
『
今
昔
物
語
集
』（
嘉
永
三
年
１
８
５
０
～
同
六
年
１
８
５
３
版
行
、
巻
二
二
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～
三
一
、
一
一
～
一
六
）
や
『
史
籍
集
覧
』（
明
治
一
五
年
１
８
８
２
八
月
和
本
活
版
、

巻
二
二
～
三
一
）
な
ど
が
次
第
に
そ
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
文
部
省
検
定
本
の
検
定
意
見
（
付
箋
墨
書
）
な
ど
に

よ
っ
て
も
う
か
が
え
る
（
資
料
１
）。
検
定
本
は
「
文
部
省
書
庫
」
か
ら
帝
国
図

書
館
（
現
国
立
国
会
図
書
館
）
に
移
さ
れ
て
保
管
さ
れ
た
後
、
昭
和
二
五
年
に
は
国

立
教
育
研
究
所
附
属
教
育
図
書
館
に
大
半
が
移
管
さ
れ
、
昭
和
四
二
年
１
９
６

７
こ
ろ
に
は
東
京
書
籍
株
式
会
社
内
の
東
書
文
庫
に
も
一
部
が
移
管
分
蔵
さ
れ

た
。
そ
の
う
ち
、
東
書
文
庫
所
蔵
の
５
藤
井
乙
男
『
新
編
国
文
読
本
』（
明
治
二

八
年
）
検
定
本
（
整
理
番
号
「
Ｔ
　
／
Ｍ
　
―
３
」、「
明
治
廿
九
年
九
月
廿
八
日
検
定
」）

８０

２８

に
は
、「
百
済
ノ

川
成
と
飛
騨
ノ

工
と
技
を
争
ふ
／
源
ノ

隆
国
」（
末
尾
出
典
注
記
「
今

昔
物
語
」。『
考
訂
今
昔
物
語
』
巻
一
２
「
百
済
川
成
与
飛
騨
工
匠
挑
語
」、『
今
昔
物
語
集
』

巻
二
四
５
「
百
済
川
成
飛
騨
工
桃
（
挑
）
語
」）
の
本
文
中
、「
は
か
ら
む
ず
る
な
め

り
」（『
考
訂
今
昔
物
語
』
同
）
に

　
○「
丹
鶴
本
ニ 
謀  

ト
ア
リ
」

タ
ハ
カ

「
お
そ
れ
お
そ
れ
つ
」（『
考
訂
今
昔
物
語
』「
お
づ
〳
〵
」）
に

　
○「
丹
鶴
本
　
恐 
〃 
ト
ア
リ
　
オ
ヅ
〃
〃
ト
ヨ
ム
」

ツ

と
の
付
箋
が
あ
る
。
ま
た
、
４
朝
夷
六
郎
外
『
国
文
教
科
書
』（
明
治
二
七
年
）
検

定
本
（「
Ｔ
　
／
Ｍ
　
―
９
」、「
明
治
廿
八
年
二
月
七
日
検
定
」）
で
も
、「
百
済
ノ

川
成

８０

２７

と
飛
騨
ノ

工
と
の
事
〈
今
昔
物
語
／
源
隆
国
卿
〉」
中
の
「
お
そ
れ
お
そ
れ
つ
」

に
つ
い
て
の
付
箋
に

　
○「
お
そ
れ
お
そ
れ
つ
　
原
書
恐 
〃 
ト
ア
リ
　
お
づ
お
づ
ナ
リ
」

ツ

と
記
さ
れ
、
６
新
保
磐
次
『
中
学
国
文
読
本
』（
明
治
二
八
年
）
検
定
本
（「
Ｔ
　
／
８０

Ｍ
　
―
２
」、「
明
治
三
十
年
一
月
十
四
日
検
定
」）
に
も
「
平
貞
道
遠
慮
あ
る
話
」

２８
（『
考
訂
今
昔
物
語
』
八
５
同
題
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
九
　
「
袴
垂
、
於
関
山
虚
死
殺
人

１９

ラ
ム
ス
ル

ナ
メ
リ
ト

語
」）
中
、「
大
赦
に
あ
ひ
て
は
ら
は
れ
て
出
け
り
」（『
考
訂
今
昔
物
語
』
同
）
へ
の

付
箋
に

　
○「
大
赦
ニ

被
掃
テ

出 

ト
ア
リ
」

と
あ
る
ほ
か
、
別
の
二
箇
所
に
も
「
原
本
」
云
々
の
付
箋
が
あ
る
（
い
ず
れ
も
朱

墨
）。
こ
れ
ら
の
付
箋
は
明
治
期
『
今
昔
物
語
集
』
享
受
の
際
の
依
拠
テ
キ
ス
ト

が
『
考
訂
今
昔
物
語
』
か
ら
丹
鶴
叢
書
本
（
上
記
版
本
。
丹
鶴
叢
書
『
今
昔
物
語
集
』

の
活
字
化
は
大
正
元
年
１
９
１
２
）
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
く
現
場
を
生
々
し
く
伝

え
て
い
よ
う
。

　
さ
ら
に
澤
井
常
四
郎
（
明
治
四
年
１
８
７
１
～
昭
和
二
四
年
１
９
４
９
。
三
原
町
立

図
書
館
（
現
市
立
図
書
館
）
初
代
館
長
、
郷
土
史
家
。
高
楠
順
次
郎
の
弟
。
明
治
二
四
年
に

教
員
資
格
を
と
り
広
島
・
岡
山
両
県
の
小
・
中
学
・
師
範
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
た
）
旧
蔵

『
中
等
国
語
読
本
』（
　
落
合
直
文
編
、
明
治
三
四
年
版
の
同
三
五
年
訂
正
再
版
の
同
三

１６

六
年
第
二
〇
版
。
広
島
大
学
教
育
学
研
究
科
竹
村
信
治
研
究
室
蔵
）
の
第
八
巻
第
２
課

「
蝉
丸
と
源
博
雅
」
に
は
、
欄
外
に

国
史
大
系
ハ
十
七
、
八
、
九
、
二
十
、
廿
一
を
欠
く
後
十
七
、
十
九
、
二

十
の
三
巻
続
史
籍
集
覧
に
出
づ

と
の
澤
井
の
手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
書
入
が
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
国
史

大
系
」
は
明
治
三
四
年
１
９
０
１
一
〇
月
刊
の
国
史
大
系
　
『
今
昔
物
語
集
』、

１６

「
続
史
籍
集
覧
」
は
同
年
一
二
月
刊
の
「
改
定
史
籍
集
覧
」　
所
収
「
今
昔
物
語

２３

残
欠
」
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
書
入
は
、
明
治
三
六
年
七
月
刊
の
藤
岡
作
太
郎
校

訂
『
今
昔
物
語
選
』
解
題
に
、

明
治
以
前
の
版
本
に
て
は
、
丹
鶴
叢
書
の
中
に
本
朝
の
部
を
収
め
、
無
比

の
善
本
と
称
せ
ら
る
。
近
頃
、
国
史
大
系
の
中
に
天
竺
、
震
旦
の
部
を
補

ひ
て
、
全
部
を
剞
劂
に
付
す
。
さ
れ
ど
八
、
十
七
、
十
八
、
十
九
、
二
十
、

ニ
ケ
ル
カ
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二
十
一
の
六
巻
を
欠
く
。
十
七
、
十
九
、
二
十
の
三
巻
は
な
ほ
写
本
に
て

伝
わ
る
も
の
あ
り
て
、
そ
の
後
、
世
に
出
で
し
続
史
籍
集
覧
に
こ
れ
を
載

せ
た
り
。
か
く
て
一
部
の
大
方
は
容
易
く
世
人
の
手
に
入
る
こ
と
と
成
り

ぬ
。

と
あ
る
の
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
『
考
訂
今
昔
物
語
』
が
明
治
期

に
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
く
間
の
出
来
事
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら

の
付
箋
や
書
入
、
ま
た
各
書
「
緒
言
」「
解
題
」
は
、
教
科
書
お
よ
び
古
典
叢
書

類
に
お
け
る
本
文
原
典
主
義
へ
の
転
換
点
、
あ
る
い
は
正
統
な
本
文
が
求
め
ら

れ
た
と
い
う
意
味
で
『
今
昔
物
語
集
』
の
〝
古
典
〟
化
へ
の
転
換
点
を
示
唆
し

て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

４
　
芳
賀
・
芥
川
の
『
今
昔
物
語
集
』
発
見
・
前
史

　
以
上
い
く
ぶ
ん
繁
雑
な
こ
と
な
が
ら
、
明
治
三
三
、
四
年
前
後
以
前
の
『
今

昔
物
語
集
』
の
享
受
の
様
態
を
、
中
学
校
教
科
書
を
軸
に
瞥
見
し
た
。
明
治
三

三
、
四
年
前
後
以
前
に
焦
点
を
あ
わ
せ
た
の
は
、
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
改

正
「
中
学
校
令
」（
明
治
三
二
年
）「
中
学
校
令
施
行
規
則
」（
明
治
三
四
年
）
が
中
学

校
教
科
書
に
お
け
る
本
集
話
採
録
の
多
寡
の
分
岐
点
と
な
っ
た
と
目
さ
れ
る
か

ら
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
の
時
期
が
本
稿
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
芳

賀
矢
一
の
ド
イ
ツ
留
学
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
も
念
頭
に
お
い
て
の
こ
と

だ
っ
た
。
近
代
に
お
け
る
『
今
昔
物
語
集
』
再
発
見
は
芳
賀
の
ド
イ
ツ
留
学
を

契
機
と
す
る
と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
の
享
受
研
究
史
の
物
語
。
し
か
し
こ
う
し

て
み
る
と
、
そ
れ
以
前
、『
今
昔
物
語
集
』
は
学
校
教
育
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
環
境

の
な
か
で
相
応
の
流
通
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
芳
賀
自
身
も
明
治
二

三
年
１
８
９
０
、
帝
大
在
学
中
に
刊
行
し
た
『
国
文
学
読
本
』
に
本
集
話
を
加

え
て
い
る
し
（
前
述
、
し
か
も
『
考
訂
今
昔
物
語
』
に
依
拠
し
な
い
形
で
）、
明
治
二
九

年
１
８
９
６
四
月
に
『
高
等
国
文
』
が
第
一
高
等
学
校
国
文
学
科
編
纂
で
刊
行

さ
れ
た
時
に
は
教
授
と
し
て
在
籍
し
て
い
る
の
で
（
明
治
二
八
年
三
月
～
同
三
二
年

一
月
）
そ
の
編
集
に
加
わ
っ
た
も
の
と
お
ぼ
し
く
、
留
学
の
以
前
か
ら
『
今
昔
物

語
集
』
に
は
十
分
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
と
推
さ
れ
る
。
帰
国
後
の
『
攷

證
今
昔
物
語
集
』
編
集
企
画
は
そ
う
し
た
彼
の
過
去
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
同
様
の
こ
と
は
芥
川
に
も
指
摘
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。『
羅
生
門
』『
鼻
』
等

が
大
正
四
年
１
９
１
５
七
、
八
月
刊
行
の
『
校
注
国
文
叢
書
』
巻
一
六
、
一
七

（
池
辺
（
小
中
村
）
義
象
編
、
博
文
館
刊
）
の
頭
注
を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ

れ
を
「
し
じ
ゅ
う
手
元
に
お
い
て
愛
用
し
た
『
今
昔
物
語
集
』
の
テ
キ
ス
ト
」

（
長
野
嘗
一
１
９
６
７
、
宮
本
瑞
夫
１
９
８
５
）「
芥
川
が
読
ん
だ
本
」（
岩
波
版
『
芥
川

龍
之
介
全
集
』
第
一
巻
「
注
解
」
１
９
９
５
）
と
す
る
の
が
一
般
だ
が
、
十
歳
の
こ
ろ

家
の
本
箱
に
あ
っ
た
『
釈
迦
八
相
倭
文
庫
』、『
金
毘
羅
利
生
記
』『
水
滸
伝
』

『
八
犬
伝
』
や
泉
鏡
花
作
品
な
ど
を
愛
読
し
、
中
学
・
高
校
時
代
に
は
『
聊
斎
志

異
』
に
も
親
し
み
、『
青
年
と
死
（
戯
曲
習
作
）』（『
新
思
潮
』
一
８
、
大
正
一
四
年

１
９
２
５
九
月
）
で
は
『
仏
教
各
宗
高
僧
実
伝
』（
帝
国
文
庫
、
明
治
二
六
年
１
８
９

３
七
月
、
博
文
館
刊
）
に
所
収
の
「
三
国
七
高
僧
伝
図
会
」（
龍
樹
菩
薩
伝
、
同
話
題

は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
四
　
）
を
典
拠
に
用
い
る
芥
川
が
、
大
正
四
年
ま
で
本
集
と

２４

の
接
点
を
持
た
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
明
治
一
五
年
１
８
８
２
、
浮
世

絵
師
大
蘇
芳
年
は
第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会
に
「
藤
原
保
昌
月
下
弄
笛
図
」（『
今

昔
物
語
集
』
巻
二
五
７
、『
考
訂
今
昔
物
語
』
巻
五
１
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』　
）
を
出
品
、

２８

翌
年
に
は
そ
れ
が
版
画
に
起
こ
さ
れ
る
（
明
治
一
六
年
１
８
８
３
、
錦
絵
、
大
判
三

×

枚
続
、　
 
　
糎
、
駒
ヶ
根
民
芸
村
浮
世
絵
版
画
美
術
館
蔵
。
芳
年
は
構
図
の
異
な
る
「
藤

３１

７１

原
保
昌
月
下
弄
笛
図
」
肉
筆
画
を
何
枚
か
描
い
た
と
い
い
、
そ
の
一
つ
に
福
富
太
郎
コ
レ
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ク
シ
ョ
ン
の
屏
風
絵
も
あ
る
。『
朝
日
新
聞
』
平
成
一
二
年
２
０
０
０
一
二
月
三
日
日
曜
版

「（
イ
メ
ー
ジ
の
１
０
０
０
年
王
国
を
ゆ
く
）
名
画
日
本
史
」
に
紹
介
が
あ
る
）。
ま
た
、
明

治
二
三
年
に
帝
大
文
科
大
学
を
卒
業
し
た
和
田
万
吉
（
帝
大
教
授
、
国
文
学
、
図
書

館
学
、
慶
応
元
年
１
８
６
５
～
昭
和
九
年
１
９
３
４
）
は
漫
画
を
得
意
と
し
た
と
い
い
、

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
一
五
話
「
大
童
子
、
鮭
ヌ
ス
ミ
タ
ル
事
」
に
材
を
と
っ
た

そ
れ
が
『
図
書
館
研
究
』
一
一
巻
四
号
「
和
田
博
士
の
記
念
号
」（
昭
和
一
〇
年

１
９
３
５
一
一
月
、
芸
艸
舎
）
の
表
紙
を
飾
っ
て
い
る
（
右
図
版
、
参
照
。
同
誌
の

「
挿
絵
解
説
」
に
は
「
原
図
は
色
紙
一
杯
に
奔
放
自
在
軽
妙
な
筆
致
で
か
ゝ
れ
て
ゐ
る
。
丸

尾
（
彰
三
郎
）
氏
も
「
義
兄
の
傑
作
の
方
で
せ
う
」
と
称
せ
ら
れ
る
丈
あ
つ
て
、
上
品
に

し
て
洒
脱
な
趣
が
紙
面
に
溢
れ
て
ゐ
る
」
と
あ
る
）。
錦
絵
が
『
今
昔
物
語
集
』『
宇
治

拾
遺
物
語
』
に
材
を
取
り
、
帝
大
教
授
が
漫
ろ
説
話
画
に
興
ず
る
、
そ
う
し
た

メ
デ
ィ
ア
環
境
の
な
か
、
芥
川
も
錦
絵
や
漫
画
、
ま
た
学
校
教
育
の
場
で
『
今

昔
物
語
集
』
と
出
会
い
（
芥
川
誕
生
直
後
の
『〈
高
等
／
科
用
〉
帝
国
読
本
』（
明
治
二

六
年
１
８
９
３
）
で
は
巻
四
第
　
課
に
「
百
済
川
成
・
飛
騨
工
匠
と
挑
む
話
〈
今
昔
物
語
〉」

１６

が
採
ら
れ
、
一
高
在
学
時
の
教
科
書
『
改
正
高
等
国
文
』
の
第
一
巻
に
は
〝
芋
粥
〟
譚
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
）、
後
年
、『
校
注
国
文
叢
書
』
の
発
刊
を
機
に
そ
の
小
説
化
を
は

か
っ
た
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

５
　
矮
小
化
さ
れ
る
『
今
昔
物
語
集
』―
―
新
た
な
検
定

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
注
意
を
は
ら
っ
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
れ

ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
教
科
書
に
お
け
る
『
今
昔
物
語
集
』
話
採
録
状
況
が
明

治
三
三
、
四
年
を
機
に
減
少
に
転
ず
る
点
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
先
に
指
摘
し

た
よ
う
な
中
学
校
「
国
語
及
漢
文
」
教
育
の
「
現
時
ノ
国
文
」
＝
普
通
文
主
義

へ
の
転
換
に
あ
る
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
明
治
二
〇
年
代
の
教
育
界
を
席
巻

し
た
ヘ
ル
バ
ル
ト
学
派
徳
育
説
の
影
響
も
無
視
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
明
治

三
五
年
二
月
六
日
文
部
省
訓
令
第
３
号
「
中
学
校
教
授
要
目
」
冒
頭
の
「
本
要

目
実
施
上
ノ
注
意
」
の
第
一
に
「
中
学
校
ニ
於
ケ
ル
教
授
ハ
常
ニ
訓
育
ト
相
待

チ
テ
高
等
普
通
教
育
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
ヘ
シ
」
と
あ
る
の
が
そ
れ

で
、
こ
れ
は
そ
れ
以
前
の
明
治
一
四
年
七
月
二
九
日
文
部
省
達
第
　
号
「
中
学

２８

校
教
則
大
綱
」（
第
一
条
「
中
学
校
ハ
高
等
ノ
普
通
学
科
ヲ
授
ク
ル
所
ニ
シ
テ
中
人
以
上

ノ
業
務
ニ
就
ク
カ
為
メ
又
ハ
高
等
ノ
学
校
ニ
入
ル
カ
為
メ
ニ
必
須
ノ
学
科
ヲ
授
ク
ル
モ
ノ
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ト
ス
」）
や
明
治
一
七
年
一
月
二
六
日
文
部
省
達
第
二
号
「
中
学
校
通
則
」（
第
一

条
「
中
学
校
ハ
此
通
則
ニ
遵
ヒ
テ
之
ヲ
設
置
シ
中
人
以
上
ノ
業
務
ニ
就
ク
者
若
ク
ハ
高
等

ノ
学
校
ニ
入
ル
者
ノ
為
メ
ニ
忠
孝
彝
倫
ノ
道
ヲ
本
ト
シ
テ
高
等
ノ
普
通
学
科
ヲ
授
ク
ヘ
キ

モ
ノ
ト
ス
」）、
明
治
一
九
年
四
月
一
〇
日
勅
令
「
中
学
校
令
」（
第
一
条
「
中
学
校

ハ
実
業
ニ
就
カ
ン
ト
欲
シ
又
ハ
高
等
ノ
学
校
ニ
入
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ニ
須
要
ナ
ル
教
育

ヲ
為
ス
所
ト
ス
」）
と
く
ら
べ
て
、「
道
徳
的
品
性
の
陶
冶
」
を
謳
う
ヘ
ル
バ
ル
ト

学
派
の
教
育
理
念
を
強
く
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
三
三
、
四
年

以
降
、
本
集
本
朝
世
俗
部
の
巻
二
五
以
降
に
所
収
さ
れ
る
話
題
が
教
科
書
か
ら

ほ
と
ん
ど
消
え
る
の
は
、
こ
う
し
た
改
正
「
中
学
校
令
」（
明
治
三
二
年
）「
中
学

校
令
施
行
規
則
」（
明
治
三
四
年
）「
中
学
校
教
授
要
目
」（
明
治
三
五
年
）
を
通
じ
た

中
学
校
教
育
に
お
け
る
徳
育
面
の
強
化
と
か
か
わ
る
。

　
そ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、
巻
二
九
（
本
朝
付
悪
行
）
所
収
話
の
う
ち
か
ら
第

　
話
「
於
鈴
香
山
、
蜂
、
螫
殺
盗
人
語
」
を
採
録
し
た
　
吉
川
編
輯
所
『〈
新
／

３６

１４

体
〉
国
文
読
本
』（
明
治
三
三
年
）、　
坂
本
四
万
太
・
久
保
得
二
『
中
学
国
語
読

１５

本
』（
明
治
三
四
年
）
に
付
さ
れ
た
検
定
意
見
に
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
前
者
検
定
本

（
東
書
文
庫
「
Ｔ
　
／
Ｍ
　
―
７
」、「
明
治
卅
四
年
三
月
廿
二
日
検
定
」）
に
は
「
材
料
イ

８０

３３

カ
ガ
」、
後
者
検
定
本
（
同
「
Ｔ
　
／
Ｍ
　
―
４
」、「
明
治
三
四
年
七
月
九
日
検
定
」）

８０

３４

に
も
「
此
文
イ
カ
ガ
」
と
の
検
定
意
見
が
示
さ
れ
い
る
（
資
料
２
）。
そ
し
て
こ

れ
以
後
、
本
話
の
教
科
書
へ
の
採
用
は
な
く
な
る
。
ま
た
、
巻
二
八
（
本
朝
付
世

俗
）
の
第
　
話
「
信
濃
守
藤
原
陳
忠
、
落
入
御
坂
語
」
は
こ
れ
を
採
っ
た
　
『
中

３８

１５

学
国
語
読
本
』
へ
の
検
定
意
見
と
し
て
「
中
古
文
　「
不
問
」（
朱
筆
）　
コ
レ
ハ

マ
ヅ
コ
ノ
マ
ヽ
ニ
テ
許
ス
ベ
キ
カ
」
と
の
付
箋
が
見
え
る
が
、
以
後
明
治
期
の

教
科
書
に
採
ら
れ
ず
、
大
正
期
に
入
っ
て
　
上
田
万
年
・
内
海
弘
蔵
『
中
等
国

３３

語
読
本
』（
大
正
四
年
）
で
一
次
的
に
復
活
す
る
。
一
方
、
こ
れ
ら
と
は
逆
に
巻
二

四
　
「
源
博
雅
朝
臣
、
行
会
坂
盲
許
語
」
は
　
保
科
孝
一
『
新
撰
国
語
読
本
』

２３

２５

検
定
本
（
同
「
Ｔ
　
／
Ｍ
　
―
　
」、「
明
治
三
十
八
年
三
月
三
日
検
定
」）
で
「
許
シ
タ

８０

３７

１０

シ
」
の
付
箋
が
つ
き
、
以
後
は
定
番
教
材
と
な
っ
て
い
く
（
高
等
女
学
校
教
科
書
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
昭
和
七
年
１
９
３
２
以
降
は
こ
れ
に
巻
一
五
第
　
話
の
賢
母

３９

譚
「
源
信
僧
都
母
尼
、
往
生
語
」
が
加
わ
る
。
な
お
、
本
巻
二
四
　
話
題
の
教
材
化
に
お

２３

い
て
は
、
大
正
五
年
刊
の
落
合
直
文
編
『
校
訂
中
等
国
語
読
本
』
巻
三
第
　
課
「
流
泉
啄

２６

木
」
に
み
る
よ
う
に
、
金
子
元
臣
の
訳
詩
教
材
の
形
で
採
録
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
資
料

３
）。

　
も
ち
ろ
ん
「
徳
育
」
へ
の
配
慮
を
云
々
す
る
教
科
書
が
そ
れ
以
前
に
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
１
関
根
正
直
『
近
体
国
文
教
科
書
』（
明
治
二
一
・
二
二
年
）
は
本

集
か
ら
「
三
之
巻
」
に
巻
二
四
２
・
５
・
　
・
　
・
　
、
三
一
４
、
三
〇
５
、

１０

２３

４８

三
一
　
・
　
、
二
二
１
の
計
一
〇
話
を
採
る
が
、
そ
の
「
例
言
」
中
に

１６

１８

此
書
に
撰
め
る
文
章
は
国
文
の
模
範
と
な
る
べ
き
も
の
を
主
と
し
た
れ
ど
、

文
態
は
い
か
程
巧
妙
に
し
て
風
流
に
、
論
旨
は
高
尚
に
し
て
面
白
し
と
て

も
猥
褻
に
わ
た
る
件
、
又
は
初
心
の
人
の
能
う
せ
ず
ば
あ
ら
ぬ
方
に
思
ひ

違
ふ
ら
ん
ふ
し
あ
る
も
の
は
、
す
べ
て
採
ら
ず
。
ま
づ
は
、
人
の
心
得
て

あ
る
べ
き
事
を
と
勤
め
た
り
。
文
を
習
ふ
が
目
的
に
は
あ
れ
ど
、
兼
ね
て

は
徳
育
上
の
裨
益
と
も
な
れ
か
し
と
の
心
が
ま
へ
な
り
。

と
述
べ
て
い
る
。
ヘ
ル
バ
ル
ト
学
派
の
理
念
と
の
関
係
は
不
明
だ
が
、
採
録
一

〇
話
に
巻
二
五
～
二
九
か
ら
の
取
材
が
な
い
の
は
い
わ
ば
自
主
検
定
、
自
主
規

制
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

６
　
教
室
の
内
と
外
―
―『
今
昔
物
語
集
』
の
読
者
た
ち

　
巻
七
第
９
課
に
「
百
済
の
川
成
と
飛
騨
の
工
／
源
隆
国
」（
本
文
末
尾
「
今
昔
物

―　　―６５



語
」、
巻
二
四
５
）、
第
　
課
に
「
大
織
冠
鎌
足
／
同
」（
本
文
末
尾
「
今
昔
物
語
」、
巻

１０

二
二
１
）
を
引
き
、
同
巻
第
　
課
に
「
袴
垂
保
昌
に
逢
ふ
事
」（
本
文
末
尾
「
宇
治

１２

拾
遺
物
語
」、
同
第
　
話
＝
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
五
７
）
を
掲
載
す
る
　
三
土
忠
造

２８

１７

『〈
中
／
学
〉
国
語
読
本
』（
明
治
三
四
）
は
、「
編
纂
余
言
」
に
、

中
学
校
は
、
中
流
以
上
の
紳
士
を
養
成
す
る
所
な
り
。
中
流
以
上
の
紳
士

た
る
も
の
は
、
必
ず
や
自
国
文
学
の
大
梗
を
玩
味
し
、
文
雅
的
情
操
の
修

養
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
本
書
は
、
中
学
時
代
少
年
の
能
力
、
嗜
好
に

考
へ
、
源
氏
・
枕
・
伊
勢
・
古
今
の
古
文
を
始
め
と
し
て
、
我
が
国
文
学

史
の
模
範
標
式
た
る
べ
き
も
の
は
、
大
抵
こ
れ
を
載
せ
、
以
っ
て
各
時
代

文
学
の
大
梗
を
伺
は
し
め
ん
こ
と
を
務
め
た
り
。

と
述
べ
る
。
ま
た
、
そ
の
冒
頭
で
は
、

中
学
校
の
教
科
書
と
し
て
編
纂
せ
ら
れ
た
る
国
文
読
本
、
そ
の
類
少
な
か

ら
ず
。
然
れ
ど
も
、
多
く
は
朞
月
の
功
に
成
り
、
国
語
科
の
性
質
、
目
的
、

中
学
時
代
少
年
の
能
力
、
嗜
好
等
に
は
、
深
く
思
ひ
至
ら
ず
。
或
は
花
鳥

風
月
の
す
さ
び
に
の
み
偏
し
、
内
容
空
虚
に
し
て
、
徳
操
思
弁
に
益
す
る

所
少
く
、
或
は
乾
燥
無
味
な
る
材
料
に
重
き
を
お
き
て
、
文
学
的
趣
味
に

乏
し
く
、
或
は
又
繊
弱
な
る
古
文
の
み
を
臚
列
し
て
、
現
時
の
精
密
な
る

思
想
を
表
出
す
る
の
具
と
な
す
に
足
ら
ず
。
要
す
る
に
、
現
今
の
国
語
教

科
書
は
、
多
く
の
点
に
於
い
て
、
甚
だ
不
完
全
な
る
を
免
れ
ず
。
斯
く
の

如
き
教
科
書
を
以
っ
て
、
国
語
科
の
目
的
を
達
せ
ん
と
す
る
は
、
固
よ
り

難
し
。
今
日
国
語
科
及
び
そ
の
教
師
の
、
比
較
的
、
生
徒
に
軽
視
せ
ら
る

る
も
、
蓋
し
偶
然
な
ら
ざ
る
を
知
る
べ
し
。

と
慨
嘆
し
て
い
る
。

　
三
土
忠
造
（
明
治
四
年
１
８
７
１
～
昭
和
二
三
年
１
９
４
８
）
は
師
範
学
校
卒
業
後

に
小
学
校
教
員
と
な
り
、
上
京
し
て
明
治
三
〇
年
１
８
９
７
東
京
高
等
師
範
学

校
を
首
席
卒
業
、
同
附
属
中
学
校
教
員
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
、
高
師
教
授
、
東
京

日
日
新
聞
記
者
を
へ
て
明
治
四
一
年
１
９
０
８
政
界
に
入
り
、
田
中
義
一
内
閣

の
文
相
･
蔵
相
、
犬
養
毅
内
閣
の
逓
相
、
斎
藤
実
内
閣
の
鉄
道
相
、
戦
後
の
幣

原
内
閣
の
内
務
大
臣
と
な
っ
た
人
物
。
上
は
高
師
教
授
時
代
の
著
述
だ
が
、
こ

う
し
た
教
育
実
践
経
験
者
の
声
に
お
さ
れ
る
か
た
ち
で
〝
中
等
国
語
科
教
育
〟

の
目
的
、
内
容
、
教
材
を
め
ぐ
る
理
念
（「
徳
育
」「
訓
育
」「
徳
操
思
弁
」）
が
醸
成

さ
れ
る
な
か
、『
今
昔
物
語
集
』
は
理
念
に
か
な
う
話
題
の
選
択
を
通
じ
て
「
我

が
国
文
学
史
の
模
範
標
式
た
る
べ
き
も
の
」
＝
〝
古
典
〟
の
位
置
を
与
え
ら
れ

た
。
そ
の
こ
と
は
三
土
の
選
ん
だ
本
集
話
中
の
二
話
（
巻
二
四
５
、
二
五
７
）
が
国

定
小
学
校
読
本
（
大
正
七
年
「
ハ
タ
タ
コ
読
本
」
修
正
版
、
昭
和
八
年
「
サ
ク
ラ
読
本
」）

に
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
証
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
な
お
、
上
記
　２５

保
科
孝
一
『
新
撰
国
語
読
本
』
検
定
本
で
は
「
百
済
川
成
、
飛
騨
工
挑
語
」（
第
六
巻
第
　１６

課
）
へ
の
付
箋
に
「「
今
昔
」
ノ
中
学
校
ニ
テ
ハ
七
―
八
級
ヨ
ロ
シ
　
三
年
級
ニ
置
ハ
□
ハ

イ
カ
ヾ
　
削
」
と
あ
る
）。

　
教
育
と
い
う
名
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
は
教
科
書
の
検
定
、
国
定
と
い
っ
た

制
度
が
理
念
の
強
化
浸
透
に
か
か
わ
る
言
説
戦
略
の
一
翼
を
に
な
う
。『
今
昔
物

語
集
』
の
場
合
、
そ
の
言
説
戦
略
は
話
題
の
取
捨
選
択
の
か
た
ち
で
具
体
化
さ

れ
た
。
そ
し
て
明
治
三
三
、
四
年
以
降
、『
今
昔
物
語
集
』
は
明
治
二
〇
年
代
初

頭
の
関
根
正
直
ら
の
自
主
検
定
、
自
己
規
制
を
引
き
継
ぐ
そ
う
し
た
話
題
の
取

捨
選
択
に
よ
っ
て
作
品
像
が
形
づ
く
ら
れ
、
そ
の
作
品
像
を
も
っ
て
〝
教
室
の

古
典
〟
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
興
味
深
い
の
は
、
こ
う
し
て
創
ら
れ
て
い
く
〝
教
室
の
古
典
〟
像
を
、
明
治

三
三
、
四
年
以
前
の
教
室
で
「
国
語
及
漢
文
」
を
学
ん
だ
人
々
、
あ
る
い
は
そ

―　　―６６



れ
を
支
え
た
文
化
を
生
き
て
い
た
人
々
が
ど
う
み
て
い
た
か
の
問
題
で
あ
る
。

　
夏
目
漱
石
は
、
先
に
も
引
い
た
「
創
作
家
の
態
度
」（『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』　
―
７
、

１１

明
治
四
一
年
１
９
０
８
四
月
）
で
「
叙
述
す
べ
き
事
相
に
自
己
の
評
価
を
与
へ
て
優

劣
の
差
別
を
つ
け
な
い
」「
客
観
文
学
」
と
「
進
ん
で
善
、
美
、
壮
を
叙
し
て
之

に
対
す
る
情
操
を
維
持
し
も
し
く
は
助
長
す
る
」「
情
操
文
学
」
と
に
つ
い
て
述

べ
、
最
後
に
「
前
段
に
申
し
た
今
日
吾
邦
に
於
け
る
客
観
文
学
の
必
要
と
は
、

我
邦
現
在
の
一
般
の
教
育
状
況
か
ら
し
て
案
出
し
た
愚
考
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
を
学
校
教
育
に
お
け
る
「
情
操
文
学
」
強
化
に
対
す
る
違
和
の
表
明
と
読

め
ば
、
こ
れ
は
こ
こ
で
の
問
題
と
か
ら
ん
で
く
る
。

　
同
様
の
違
和
は
、『
帝
国
文
学
』
明
治
三
〇
年
一
一
月
号
「
雑
報
」
欄
の
「
新

設
文
部
省
図
書
局
」
記
事
に
す
で
に
う
か
が
え
、
そ
こ
で
は
同
局
所
掌
事
項

「
教
科
用
図
書
其
他
教
育
上
必
要
な
る
図
書
の
編
纂
及
び
翻
訳
に
関
す
る
事
項
」

を
め
ぐ
っ
て

其
所
謂
教
育
上
必
要
な
る
図
書
と
は
果
し
て
何
等
の
意
義
を
有
せ
る
乎
。

若
し
余
輩
を
し
て
之
を
解
せ
し
め
は
学
能
技
芸
の
進
捗
に
関
す
る
も
の
は
、

一
切
教
育
上
必
須
の
図
書
た
る
也
。
然
れ
ど
も
此
義
を
限
定
し
て
中
学
師

範
小
学
等
の
普
通
教
育
に
関
す
る
も
の
と
為
さ
む
か
、
余
輩
は
当
路
者
の

気
宇
余
り
に
偏
小
な
る
を
悲
ま
ざ
る
を
得
ず
。

と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
大
正
初
年
の
芥
川
の
登
場
、
読
書
界
で
の
受

容
の
背
景
に
は
こ
う
し
た
違
和
、
す
な
わ
ち
、「
教
育
（
徳
育
訓
育
）」
へ
の
配
慮

（「
情
操
文
学
」
観
）
を
も
っ
て
矮
小
化
さ
れ
や
せ
細
っ
て
い
く
学
芸
・
文
芸
世
界

（『
今
昔
物
語
集
』
像
）
に
対
す
る
、
清
濁
真
偽
善
悪
併
せ
持
つ
「
客
観
文
学
」（
本

朝
世
俗
部
）
に
親
し
み
こ
れ
を
教
科
書
に
採
録
し
た
人
々
、
ま
た
そ
の
教
科
書
に

よ
っ
て
人
間
観
や
社
会
観
、
世
界
観
（
作
品
像
）
を
形
成
し
た
人
々
の
違
和
が
な

か
っ
た
か
ど
う
か
、
考
え
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
大
正
一
三
年
１
９
２
４
に
中
学
校
に
入
学
し
た
国
語
教
育
学
者
井

上
敏
夫
は
、

中
学
校
の
国
語
教
室
で
は
、
ほ
と
ん
ど
ま
だ
訓
詁
注
釈
一
点
ば
り
で
あ
っ

て
、
生
徒
の
文
学
に
対
す
る
渇
望
は
、
図
書
館
で
わ
ず
か
に
医
さ
れ
た
が
、

学
校
の
図
書
館
に
は
、
文
学
関
係
の
書
物
は
少
な
く
、
読
書
の
飢
餓
感
は
、

結
局
、
め
い
め
い
、
あ
る
い
は
友
人
同
士
で
満
た
す
ほ
か
な
か
っ
た

と
の
回
想
を
寄
せ
て
い
る
（
井
上
敏
夫
１
９
８
１
。
な
お
、
こ
こ
に
あ
る
「
訓
詁
注
釈
」

と
は
「
名
簿
順
に
音
読
さ
せ
、
段
落
に
区
切
っ
て
、
段
落
の
大
意
を
の
べ
、
そ
の
段
落
内
で

の
難
語
句
の
質
疑
応
答
を
行
い
、
あ
と
も
う
一
度
音
読
し
て
、
最
後
に
半
紙
四
つ
切
れ
紙

に
、
書
取
一
〇
問
を
聴
写
し
て
提
出
す
る
」
い
う
も
の
。「
学
年
が
進
ん
で
も
、
こ
の
方
式

は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
）。
こ
う
し
た
事
態
は
明
治
の
中
学
校
に
お
い

て
も
同
様
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
中
学
生
た
ち
も
ま
た
「
情
操
文
学
」
に
満
ち

た
教
室
か
ら
逃
亡
し
、
芥
川
作
品
に
よ
っ
て
「
読
書
の
饑
餓
感
」
を
充
た
そ
う

と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

四
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
明
治
期
、『
今
昔
物
語
集
』
は
学
校
教
育
の
場
で
は
「
物
語
」
と
し
て
流
通
し
、

依
拠
テ
キ
ス
ト
を
『
考
訂
今
昔
物
語
』
か
ら
丹
鶴
叢
書
、
史
籍
集
覧
等
へ
と
換

え
な
が
ら
〝
古
典
〟
と
し
て
の
位
置
を
確
保
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
教
育
制

度
の
整
備
と
と
も
に
徳
育
・
訓
育
を
軸
と
す
る
教
育
理
念
が
唱
え
ら
れ
る
に
及

ん
で
作
品
像
は
検
定
を
通
じ
て
矮
小
化
さ
れ
、
教
科
書
へ
の
採
録
も
減
少
、
固

定
化
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
な
か
、
芳
賀
矢
一
に
よ
っ
て
移
入
さ
れ
た
国
民
文

―　　―６７



献
学
＝
日
本
文
献
学
に
よ
っ
て
文
献
学
資
料
（「
日
本
の
真
相
を
知
る
学
問
」
の
「
根

拠
」
と
な
る
「
文
献
」）
と
し
て
の
あ
ら
た
な
位
置
（「
説
話
集
」）
を
あ
た
え
ら
れ
、

日
本
文
献
学
の
新
「
国
学
」
化
に
と
も
な
っ
て
他
の
古
典
テ
キ
ス
ト
と
と
も
に

民
族
主
義
的
な
国
民
国
家
観
を
醸
成
し
流
通
浸
透
さ
せ
る
メ
デ
ィ
ア
と
も
な
っ

た
。
ま
た
、
他
方
で
は
逍
遙
「
小
説
」
論
の
周
辺
で
あ
が
っ
た
「
歴
史
的
小
説
」

や
「
客
観
小
説
」
を
め
ぐ
る
声
を
聞
き
つ
つ
そ
だ
っ
た
芥
川
が
（
明
治
三
〇
年
に

岩
手
県
盛
岡
中
学
校
で
生
徒
が
講
読
し
て
い
た
雑
誌
に
は
『
帝
国
文
学
』
も
含
ま
れ
て
い

る
。
同
誌
は
中
学
生
の
読
書
範
囲
に
あ
っ
た
と
お
ぼ
し
い
。
永
嶺
２
０
０
４
）、
矮
小
化
さ

れ
た
『
今
昔
物
語
集
』
像
へ
の
違
和
、
饑
餓
感
に
応
ず
る
か
た
ち
で
小
説
界
に

〝
近
代
の
説
話
作
家
〟
と
し
て
登
場
す
る
。
そ
し
て
前
者
は
学
術
研
究
に
お
け
る
、

後
者
は
小
説
界
に
お
け
る
『
今
昔
物
語
集
』
の
再
生
に
途
を
拓
い
て
い
く
こ
と

と
な
っ
た
。
叙
上
、
近
代
に
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
機
能
し
た
学
術
、
小
説
、
教
科

書
に
焦
点
を
あ
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
の
本
集
の
位
置
を
観
察
し
て
そ
れ
ら

を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
れ
ば
、『
今
昔
物
語
集
』
の
近
代
受
容
流
通
史
の
物
語
は
こ
の

よ
う
に
語
り
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
物
語
は
、
も
ち
ろ
ん
比
較
神
話
学
、
土
俗
学
、
郷
土
研
究
、
民
俗

学
、
風
俗
研
究
、
昔
話
・
民
話
・
伝
説
・
童
話
・
寓
話
研
究
等
々
に
も
取
り
巻

か
れ
て
い
て
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
本
集
を
め
ぐ
る
議
論
が
さ
ま
ざ
ま
に
重

ね
ら
れ
て
い
っ
た
（
小
峯
２
０
０
０
、
等
）。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
や
が
て
「
説
話
」

を
め
ぐ
る
大
き
な
言
論
を
生
み
だ
し
『
今
昔
物
語
集
』
を
も
呑
み
込
ん
で
い
く
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
昭
和
八
年
１
９
３
３
か
ら
昭
和
一
三
年
１
９
３
８

に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
た
第
四
次
国
定
教
科
書
「
小
学
国
語
読
本
（
サ
ク
ラ
読

本
）」
を
め
ぐ
っ
て
の
秋
田
喜
三
郎
の
解
説
、
ま
た
佐
治
繁
一
「
分
類
法
上
の
説

話
文
学
」（『
図
書
館
研
究
』
Ⅷ
―
４
、
１
９
３
５
）
を
と
り
あ
げ
て
述
べ
た
と
お
り

で
あ
る
。

【
注
】

　
秋
田
喜
三
郎
『（
読
方
教
育
体
系
第
六
巻
）
読
本
の
体
系
的
研
究
』、
１
９
３

８
、
晃
文
社
。

　
稲
垣
泰
一
編
『
考
訂
今
昔
物
語
　
後
編
』、
１
９
９
０
、
新
典
社
。

　
稲
垣
泰
一
「『
今
昔
物
語
集
』
の
流
布
と
享
受
―
室
町
時
代
か
ら
江
戸
中
期
ま

で
―
」、『
文
芸
言
語
研
究
・
文
芸
篇
』　
、
１
９
９
２
。

２２

　
小
峯
和
明
「
説
話
の
輪
郭
」、『
文
学
』
１
―
４
、
２
０
０
０
、
岩
波
書
店
。

　
佐
治
繁
一
「
分
類
法
上
の
説
話
文
学
」、『
図
書
館
研
究
』
Ⅷ
―
４
、
１
９
３

５
、
青
年
図
書
館
員
聯
盟
。

　
田
坂
文
穂
編
『
旧
制
中
等
教
育
国
語
科
教
科
書
内
容
索
引
』
１
９
８
４
、
財

団
法
人
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー

　
塚
田
晃
信
「『
今
昔
物
語
集
』
の
近
世
に
お
け
る
受
容
の
一
端
」、『
東
洋
大
学

短
期
大
学
紀
要
』　
、
１
９
８
３
。

１４

　
長
野
嘗
一
『
古
典
と
近
代
作
家
―
芥
川
龍
之
介
』、
１
９
６
７
、
有
朋
堂
、
等
。

　
永
嶺
重
敏
『〈
読
書
国
民
〉
の
誕
生
―
明
治
　
年
代
の
活
字
メ
デ
ィ
ア
と
読
書

３０

文
化
』、
２
０
０
４
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
。

　
宮
本
瑞
夫
「
宮
本
勢
助
と
芥
川
龍
之
介
」、『
パ
ピ
ル
ス
』　
、
１
９
８
５
、

１４

立
教
女
学
院
短
期
大
学
図
書
館
。
財
団
法
人
宮
本
記
念
財
団H

.P.

 
   
に
転
載
。

※
本
稿
に
関
連
し
た
小
考
に

　
・「
今
昔
物
語
集
と
近
代
メ
デ
ィ
ア
―
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
芥
川
龍
之
介
」（『
今

昔
物
語
集
を
読
む
』
２
０
０
８
、
吉
川
弘
文
館
）

　
・「
今
昔
物
語
集
の
明
治
」（『
説
話
文
学
研
究
』　
、
２
０
０
９
、
説
話
文
学

４４

―　　―６８



会
）

　
が
あ
る
。

（
広
島
大
学
）

■
資
料
１
　
明
治
期
中
学
校
検
定
教
科
書
の
検
定
意
見
―
依
拠
本
文
関
連
―

Ａ
　
４
朝
夷
六
郎
等
『
国
文
教
科
書
』（
Ｍ
　
）「
明
治
廿
八
年
二
月
七
日
検
定
」
本

２７

東
書
文
庫
「
Ｔ
　
／
Ｍ
　
―
９
」

８０

２７

　
○「
百
済
ノ

川
成
と
飛
騨
ノ

工
と
の
事
〈
今
昔
物
語
〉
／
源
隆
国
卿
」（
第
壱
編
上
）

＊
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
四
５
「
百
済
川
成
飛
騨
工
桃
（
挑
）
語
」

＊
『
考
訂
今
昔
物
語
』
巻
一
２
「
百
済
川
成
与
飛
騨
工
匠
挑
語
」

（
本
文
）「
お
そ
れ
お
そ
れ
つ
」

（『
考
訂
今
昔
物
語
』「
お
づ
〳
〵
」）

（
付
箋
）「
お
そ
れ
お
そ
れ
つ
　
原
書
恐 
〃 
ト
ア
リ
　
お
づ
お
づ
ナ
リ
」（
墨
書
、

ツ

丹
鶴
叢
書
本
、
同
）

Ｂ
　
５
藤
井
乙
男
『
新
編
国
文
読
本
』（
Ｍ
　
）「
明
治
廿
九
年
九
月
廿
八
日
検
定
」
本

２８

東
書
文
庫
「
Ｔ
　
／
Ｍ
　
―
３
」

８０

２８

　
○「
百
済
ノ

川
成
と
飛
騨
ノ

工
と
技
を
争
ふ
／
源
ノ

隆
国
」（
末
尾
注
記
「
今
昔
物
語
」）（
二

の
巻
）

（
本
文
）「
は
か
ら
む
ず
る
な
め
り
」

（『
考
訂
今
昔
物
語
』
同
）

（
付
箋
）「
丹
鶴
本
ニ 
謀  

ト
ア
リ
」（
墨
書
、
丹
鶴
叢
書
本
、
同
）

タ
ハ
カ

（
本
文
）「
お
そ
れ
お
そ
れ
つ
」（『
考
訂
今
昔
物
語
』「
お
づ
く
」）

（
付
箋
）「
丹
鶴
本
　
恐 
〃 
ト
ア
リ
　
オ
ヅ
〃
〃
ト
ヨ
ム
」（
墨
書
、
丹
鶴
叢
書
本
、

ツ

同
）

ラ
ム
ス
ル

ナ
メ
リ
ト

Ｃ
　
６
新
保
磐
次
『
中
学
国
文
読
本
』（
Ｍ
　
）「
明
治
三
十
年
一
月
十
四
日
検
定
」
本

２８

東
書
文
庫
「
Ｔ
　
／
Ｍ
　
―
２
」

８０

２８

　
○「
平
貞
道
遠
慮
あ
る
話
」（
第
九
）

＊
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
九
　
「
袴
垂
於
関
山
虚
死
殺
人
語
」

１９

＊
『
考
訂
今
昔
物
語
』
巻
八
５
「
平
貞
道
有
遠
慮
話
」

（
本
文
）「
大
赦
に
會
ひ
て
拂
は
れ
て
出
で
け
り
」

（『
考
訂
今
昔
物
語
』「
大
赦
に
あ
ひ
て
は
ら
は
れ
て
出
け
り
）

（
付
箋
）「
大
赦
ニ

被
掃
テ

出 

ト
ア
リ
」（
朱
墨
、
丹
鶴
叢
書
本
、
同
）

（
本
文
）「
打
寄
り
て
手
づ
か
ひ
あ
ら
ん
に
は
、
取
付
か
ざ
る
や
う
あ
ら
ん
や
」

（『
考
訂
今
昔
物
語
』「
打
よ
り
て
手
づ
か
ひ
あ
ら
ん
に
は
。 
取  
付 
ざ
る
や
う
あ
ら
ん

と
り
 つ
か

や
。」）

（
付
箋
）「
原
本
ニ
折
寄
テ

手
便
ニ

有 
／
ニ

ハ
当
ニ

不
取
付
ヌ

様
ハ
有
ナ
ム
ヤ

／
ト
ア
リ
　

手
便
ハ
タ
ヨ
リ
ナ
ラ
ン
　
○
」（
朱
墨
、
丹
鶴
叢
書
本
「
打
寄
」
以
下
同
）

　
※
そ
の
他
、
多
数

Ｄ
　
　
丸
山
正
彦
・
丸
井
圭
次
郎
『
中
学
国
語
漢
文
読
本
〈
国
語
の
部
〉』（
Ｍ
　
・
　
）

１９

３５

１２

「
明
治
三
十
六
年
五
月
二
十
一
日
検
定
」
本 
　
　
　
　 
東
書
文
庫
「
Ｔ
　
／
Ｍ
　
―
　
」

８０

３５

１１

　
○「
技
芸
の
争
」（
末
尾
注
記
「
源
隆
国
著
今
昔
物
語
」）（
巻
四
７
）

＊
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
四
５
「
百
済
川
成
飛
騨
工
桃
（
挑
）
語
」

（
本
文
部
分
下
付
箋
）「
今
昔
物
語
ヲ
ヨ
ホ
ド
削
リ
ナ
ホ
シ
タ
リ
／
終
ノ
「（
今
昔

物
語
）」
ヲ
削
ラ
バ
ヨ
カ
ル
ベ
キ
ヤ
」（
朱
墨
）

（
本
文
部
分
上
付
箋
）「
同
意
　（
今
昔
物
語
に
よ
る
）
と
す
べ
き
か
」（
墨
書
）

ニ
ケ
ル
カ

ラム

―　　―６９



■
資
料
２
　
明
治
期
中
学
校
検
定
教
科
書
の
検
定
意
見
―
採
録
関
連
―

Ａ
　
　
大
町
芳
衛
・
上
田
敏
編
『
新
体
中
学
国
文
教
程
』（
Ｍ
　
・
４
）「
明
治
三
十
三
年
八

１１

３２

月
二
十
一
日
検
定
」
本 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
東
書
文
庫
「
Ｔ
　
／
Ｍ
　
―
３
」

８０

３２

（
表
紙
付
箋
）「
本
書
ハ
訂
正
取
捨
ヲ
要
ス
ル
箇
所
マ
ヽ
ア
レ
ド
モ
大
体
ニ
於
テ

不
可
ナ
ケ
レ
バ
指
示
訂
正
ノ
上
認
可
相
成
リ
然
ル
ベ
キ
モ
ノ
ト
認
ム

　
二
月
五
日
　（
印
記
「
た
か
つ
」
＝
高
津
鍬
三
郎
カ
）」（
墨
書
）

　
※
九
巻
に
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
四
５
「
百
済
川
成
飛
騨
工
桃
（
挑
）
語
」（『
考
訂
今
昔

物
語
』
巻
一
２
）
を
「
二
十
四
　
美
術
家
の
競
争
」（
末
尾
注
記
「
今
昔
物
語
」）
と
し

て
採
録
。

Ｂ
　
　
吉
川
編
輯
所
編
『
新
体
国
文
読
本
』（
Ｍ
　
・
　
）「
明
治
三
十
四
年
三
月
二
十
二
日

１４

３３

１０

検
定
」
本 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
東
書
文
庫
「
Ｔ
　
／
Ｍ
　
・
７
」

８０

３３

　
○「
物
語
／
第
廿
四
　
水
銀
売
／
作
者
不
詳
」（
末
尾
注
記
「
今
昔
物
語
」）（
六
の
巻
）

＊
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
九
　
「
於
鈴
香
山
蜂
螫
殺
盗
人
語
」

３６

＊
『
考
訂
今
昔
物
語
』
巻
三
〇
７
「
蜂
螫
殺
盗
賊
語
」

（
本
文
部
分
付
箋
）「
材
料
イ
カ
ヾ
」（
墨
書
）

Ｃ
　
　
阪
本
四
万
太
・
久
保
得
二
共
編
『
中
学
国
語
読
本
』（
Ｍ
　
・
１
）「
検
定
不
認
可
」

１５

３４

（
第
一
冊
表
紙
等
朱
印
）
本
（「
明
治
三
十
四
年
七
月
九
日
検
定
」）

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
東
書
文
庫
「
Ｔ
　
／
Ｍ
　
―
４
」

８０

３４

　
○「
例
言
」（
巻
一
）

（「
例
言
」
一
の
下
、
付
箋
）「
本
書
ハ
指
示
訂
正
ノ
上
認
可
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
認
ム

／
三
月
十
四
日
」（
墨
書
）

（「
例
言
」
一
の
下
、
付
箋
）「
規
定
ニ
適
ス
」（
墨
書
）

（「
例
言
」
二
の
下
、
付
箋
）「
中
学
校
令
施
行
規
則
第
三
条
ニ
現
時
ノ
国
文
ヲ
主

ト
シ
テ
講
読
セ
シ
メ
進
ミ
テ
ハ
近
古
ノ
国
文
ニ
及
ボ
ス
ト
ア
リ
」（
墨
書
）

　
※
例
言

一
、
本
書
は
、
尋
常
中
学
校
及
び
同
程
度
の
諸
学
校
に
於
け
る
国
語
の
教
科
用
に
充
て

む
が
為
に
、
編
纂
せ
し
も
の
に
し
て
、
謹
で機

教
育
勅
語
の
聖
旨
を
奉
体
し
、
文
部
省

最
近
規
定
の
教
授
細
目
に
準
拠
し
、
頗
る
意
を
事
柄機

の
採
択
に
致
せ
り
。（
傍
点
、

墨
書
）

二
、
本
書
全
部
を
一
貫
し
て
、
基
礎
と
す
る
所
は
、
今
文
に
在
り
、
ま
た
漢
文
と
の
調

和
を
欠
か
ず
。
上
級
に
進
む
に
従
て機

は
、
漸
次
多
く
古
文
学
を
合
せ
加
へ
、
趣
味
の

涵
養
に
就
い
て
も
、
亦
た
決
し
て
不
十
分
な
ら
ざ
ら
む
こ
と
を
務
め
た
り
。（
傍

点
・
傍
線
、
墨
書
）

　
○「
第
廿
一
於
鈴
鹿
山
蜂
螫
殺
盗
人
語
／
今
昔
物
語
」（
巻
七
）

（
本
文
部
分
付
箋
）「
此
文
イ
カ
ヾ
」（
墨
書
）

　
○「
第
十
五
信
濃
守
藤
原
陳
忠
落
入
御
坂
語
／
今
昔
物
語
」（
巻
八
）

（
本
文
部
分
付
箋
）「
中
古
文
　
不
問
／
コ
レ
ハ
マ
ヅ
コ
ノ
マ
ヽ
ニ
テ
許
ス
ベ
キ

カ
」（
墨
書
）

Ｄ
　
　
和
田
万
吉
『
中
学
国
語
教
科
書
』（
Ｍ
　
・
　
）「
明
治
三
十
六
年
十
二
月
五
日
検

１８

３５

１２

定
」
本 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
東
書
文
庫
「
Ｔ
　
／
Ｍ
　
―
　
」

８０

３５

１０

（
第
一
冊
扉
付
箋
）「
適
規
定
」（
墨
書
）

（
第
一
冊
目
次
付
箋
）「
よ
か
る
べ
し
」「
認
可
シ
タ
シ
」（
と
も
に
朱
墨
）

　
○「
百
済
河
成
と
飛
騨
の
工
と
の
争
」（
末
尾
注
記
「
今
昔
物
語
」）（
巻
十
）

（
目
次
朱
書
入
）　 

の
工
と
の
争
…
…「
今
昔
物
語
」

（
本
文
部
分
付
箋
）「
削
」（
朱
墨
）

Ｅ
　
　
育
英
舎
編
『
中
学
教
科
国
語
漢
文
読
本
』（
Ｍ
　
・
１
）
検
定
本
（
検
定
日
時
記
事

２１

３６

な
し
。「
文
部
省
書
庫
「
検
三
五
九
八
」」
印
あ
り
） 　 
東
書
文
庫
「
Ｔ
　
／
Ｍ
　
―
　
」

８０

３６

１５

　
○「
川
成
と
飛
騨
工
」（
目
次
注
記
「
今
昔
物
語
」）（
巻
四
上
）

四
　削
百
済
河
成
と
飛
騨

―　　―７０



（
本
文
部
分
付
箋
）「
削
」（
朱
墨
）

Ｆ
　
　
國
學
院
編
輯
部
編
纂
『
中
等
国
語
読
本
』（
Ｍ
　
・
　
）「
明
治
三
十
七
年
二
月
一
日

２２

３６

１０

検
定
」
本 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
東
書
文
庫
「
Ｔ
　
／
　
―
５
」

８０

３６

（
第
一
冊
目
次
付
箋
）「
適
規
定
」（
墨
書
）

　
○
「
第
一
　
御
階
の
桜
」（
末
尾
注
記
「
今
昔
物
語
」）（
巻
七
）

＊
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
四
　
「
敦
忠
中
納
言
南
殿
桜
読
和
歌
語
」

３２

＊
『
考
訂
今
昔
物
語
』
巻
三
２
「
敦
忠
中
納
言
南
殿
桜
読
和
歌
語
」

（
本
文
部
分
付
箋
）「
削
」（
朱
墨
）

　
○「
第
十
　
頼
光
の
郎
等
が
物
見
」（
末
尾
注
記
「
今
昔
物
語
」）（
巻
七
）

＊
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
八
２
「
頼
光
郎
等
共
、
紫
野
見
物
語
」

＊
『
考
訂
今
昔
物
語
』
巻
九
２
「
貞
道
季
武
公
時
紫
野
見
物
語
」

（
本
文
部
分
付
箋
）「
削
」（
朱
墨
）

　
○「
第
十
四
　
え
せ
つ
は
も
の
」（
末
尾
注
記
「
今
昔
物
語
」）（
巻
八
）

＊
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
八
　
「
立
兵
者
見
我
影
成
怖
語
」

４２

＊
『
考
訂
今
昔
物
語
』
巻
一
二
６
「
嗚
呼
者
怖
己
影
語
」

（
本
文
部
分
付
箋
）「
削
」（
朱
墨
）

　
※
　
國
學
院
編
輯
部
編
纂
『
中
等
国
語
読
本
』（
Ｍ
　
・
１
）「
明
治
三
十
八
年
三
月
十

２３

３７

五
検
定
」
本
（
東
書
文
庫
「
Ｔ
　
／
　
―
６
」）
で
は
以
下
の
採
録
の
み
。

８０

３７

　
○「
第
一
　
御
階
の
桜
、
嵐
の
紅
葉
」（
末
尾
注
記
「
今
昔
物
語
」）（
巻
七
）

＊
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
四
　
「
敦
忠
中
納
言
南
殿
桜
読
和
歌
語
」（『
考
訂
今
昔
物

３２

語
』
巻
三
２
「
敦
忠
中
納
言
南
殿
桜
読
和
歌
語
」）

＊
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
四
　
「
公
任
大
納
言
於
白
川
家
読
和
歌
語
」（『
考
訂
今
昔
物

３４

語
』
巻
三
３
「
公
任
大
納
言
読
屏
風
和
歌
語
、
同
於
白
川
家
読
和
歌
語
」）

Ｇ
　
　
関
根
正
直
著
『
新
撰
中
学
国
文
読
本
』（
Ｍ
　
・
９
）「
明
治
三
十
八
年
二
月
二
十
三

２４

３７

日
検
定
」
本 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
東
書
文
庫
「
Ｔ
　
／
Ｍ
　
―
８
」

８０

３７

　
○「
八
　
月
上
長
安
百
尺
楼
」（
末
尾
注
記
「
今
昔
物
語
」）（
巻
九
）

＊
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
四
　
「
大
江
朝
綱
家
尼
、
直
詩
讀
語
」（『
考
訂
今
昔
物
語
』

２７

な
し
）

（
本
文
部
分
付
箋
）「
今
昔
物
語
　
削
」（
朱
墨
）

Ｈ
Ｆ
　
　
保
科
孝
一
『
新
撰
国
語
読
本
』（
Ｍ
　
・
　
）「
明
治
三
十
八
年
三
月
三
日
検
定
」

２５

３７

１２

本 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
東
書
文
庫
「
Ｔ
　
／
Ｍ
　
―
　
」

８０

３７

１０

　
○「
一
六
　
川
成
と
飛
騨
工
」（
末
尾
注
記
「
今
昔
物
語
」）（
巻
六
）

＊
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
四
５
「
百
済
川
成
飛
騨
工
桃
（
挑
）
語
」

（
本
文
部
分
付
箋
）「「
今
昔
」
ノ
中
学
校
ニ
テ
ハ
七
―
八
級
ヨ
ロ
シ
／
三
年
級
ニ

置
ハ
□
□
イ
カ
ヾ
　
削
」（
朱
墨
）

　
○「
一
一
　
源
博
雅
朝
臣
、
蝉
丸
の
許
に
通
ふ
」（
末
尾
注
記
「
今
昔
物
語
」）（
巻
八
）

（
本
文
部
分
付
箋
）「
許
シ
タ
シ
」（
朱
墨
）

【
参
考
】「
例
言
」「
編
纂
の
主
旨
」
等
抄
録

　
＊
１
関
根
正
直
『
近
体
国
文
教
科
書
』（
Ｍ
　
・
３
、『
今
昔
』
十
話
採
録
）・
例
言

２２

（
上
略
）
此
書
に
撰
め
る
文
章
は
国
文
の
模
範
と
な
る
べ
き
も
の
を
主
と
し
た
れ
ど
、

文
態
は
い
か
程
巧
妙
に
し
て
風
流
に
、
論
旨
は
高
尚
に
し
て
面
白
し
と
て
も
猥
褻

に
わ
た
る
件
、
又
は
初
心
の
人
の
能
う
せ
ず
ば
あ
ら
ぬ
方
に
思
ひ
違
ふ
ら
ん
ふ
し

あ
る
も
の
は
、
す
べ
て
採
ら
ず
。
ま
づ
は
、
人
の
心
得
て
あ
る
べ
き
事
を
と
勤
め

た
り
。
文
を
習
ふ
が
目
的
に
は
あ
れ
ど
、
兼
ね
て
は
徳
育
上
の
裨
益
と
も
な
れ
か

し
と
の
心
が
ま
へ
な
り
。（
下
略
）

　
＊
中
川
小
十
郎
・
今
泉
定
助
・
畠
山
健
編
『
普
通
文
教
科
書
』（
Ｍ
　
・
３
、『
今
昔
』
採

２４

録
な
し
）・
編
纂
の
主
旨

―　　―７１



尋
常
中
学
の
程
度
に
属
せ
る
、
諸
学
校
の
国
語
漢
文
科
の
教
科
書
と
し
て
、
既
に
出

版
せ
る
も
の
甚
多
し
。
し
か
れ
ど
も
教
育
上
の
目
的
を
以
て
編
纂
せ
る
も
の
に
至

り
て
は
、
殆
暁
天
の
星
の
如
し
。
或
は
悲
壮
慷
慨
な
る
文
辞
を
輯
め
、
或
は
平
凡
卑

易
な
る
文
章
を
集
め
、
或
は
徒
に
高
尚
深
奥
な
る
古
文
を
撰
び
、
或
は
漫
に
滑
稽
誹

諧
な
る
戯
文
を
取
れ
る
の
み
。
而
し
て
教
育
上
最
も
大
切
な
る
生
徒
の
能
力
の
発
達

感
情
の
教
練
等
に
至
り
て
は
、
皆
之
を
度
外
に
お
け
る
も
の
の
如
し
。
こ
れ
を
い

か
で
か
は
適
当
な
る
国
語
漢
文
の
教
科
書
と
云
ふ
を
得
べ
け
ん
。（
下
略
）

（
引
用
書
目
）
教
育
勅
語
・
扶
桑
拾
葉
集
・
草
偃
和
言
・
太
平
記
・
源
平
盛
衰
記
・

駿
台
雑
話
・
閑
田
耕
筆
・
武
将
感
状
記
・
常
山
紀
談
・
一
話
一
言
・
武
訓
・
筆
の
す

さ
び
・
名
家
略
伝
・
家
道
訓
・
雲
萍
雑
誌
・
木
曽
路
の
記
・
大
勢
三
転
考
・
独
語
・

古
史
通
・
閑
田
次
筆
・
草
茅
危
言
・
梧
窓
漫
筆
・
経
済
要
録
・
た
は
れ
草
・

　
＊
　
大
町
芳
衛
・
上
田
敏
編
『
新
体
中
学
国
文
教
程
』（
Ｍ
　
・
４
、『
今
昔
』
一
話
採

１１

３２

録
）・
凡
例

　
・
国
文
と
は
、
古
文
の
謂
に
非
ず
、
現
に
今
日
用
ゐ
る
べ
き
文
章
の
謂
な
り
。
世
に
所

謂
普
通
文
こ
れ
な
り
。

　
・
在
来
の
読
本
は
、
多
く
古
人
の
漫
筆
を
集
め
た
る
に
過
ぎ
ず
。
こ
れ
明
治
新
国
民
の

読
本
と
す
べ
く
も
あ
ら
ず
。

　
＊
　
三
土
忠
造
『〈
中
／
学
〉
国
語
読
本
』〈
Ｍ
　
・
　
、『
今
昔
』
二
話
採
録
）・
編
纂
余

１７

３４

１２

言
要
す
る
に
、
我
が
文
学
史
上
の
旧
作
の
み
に
て
は
、
品
性
の
陶
冶
、
思
弁
の
練
習
、

思
想
の
表
出
等
、
国
語
科
の
目
的
を
達
す
る
に
十
分
な
ら
ざ
る
は
、
識
者
の
最
も
遺

憾
と
す
る
所
な
り
。
故
に
本
書
は
、
初
め
て
こ
の
欠
点
を
補
は
ん
と
欲
し
、
遍
く
明

治
時
代
の
雑
書
を
渉
猟
し
、
又
広
く
現
代
の
文
豪
、
及
び
専
門
の
大
家
に
嘱
し
て
、

そ
の
創
作
を
求
め
た
り
。

■
資
料
３
　「
流
泉
啄
木
」（
金
子
元
臣
）［
巻
二
四
・
　
「
源
博
雅
朝
臣
、
行
会
坂
盲

２３

許
語
」］

ゆ
く
も
帰
る
も
別
れ
つ
つ
、
／
知
る
も
知
ら
ぬ
も
あ
ふ
阪
の
、
／
関
の
杉
む
ら
風
だ
ち

て
、
／
わ
ら
屋
の
軒
に
さ
す
月
の
、
／
影
さ
だ
ま
ら
ぬ
秋
の
夜
や
。

あ
は
れ
に
た
へ
で
蝉
丸
は
、
／
わ
が
愛
玩
の
琵
琶
一
面
、
／
心
な
ぐ
さ
に
な
ら
せ
ど

も
、
／
み
や
こ
恋
し
く
友
こ
ひ
し
、
／
思
は
ず
も
ら
す
ひ
と
り
ご
と
、
／
「
心
あ
ら

ん
人
の
き
た
ら
れ
よ
」。
／
「
応
」
と
こ
た
へ
て
柴
の
門
、
／
こ
ろ
も
の
袖
も
露
け
げ

に
、
／
「
我
は
み
や
こ
の
博
雅
」
と
、
／
名
の
る
は
い
み
じ
の
音
楽
者
。

流
泉
啄
木
の
ひ
め
た
る
曲
、
／
こ
よ
ひ
や
弾
く
と
は
や
三
年
、
／
夜
な
夜
な
か
よ

ふ
逢
阪
山
、
／
石
も
う
な
づ
く
ま
心
に
、
／
手
を
ば
残
さ
ず
伝
へ
け
り
。

撥
も
て
ま
ね
く
い
り
方
の
、
／
月
の
か
つ
ら
の
秋
の
風
、
／
岩
間
に
む
せ
ぶ
水
の
お

と
、あ

あ
水
の
お
と
秋
の
風
、
／
今
も
昔
に
ひ
び
き
あ
ふ
ら
ん
。

（
落
合
直
文
編
、
森
林
太
郎
・
萩
野
由
之
補
『
校
訂
中
学
国
語
読
本
』
Ｔ
５
・
　
、
１０

校
訂
発
行
＝
　
落
合
直
文
編
『
中
学
国
語
読
本
』〈
Ｍ
　
〉
の
改
訂
再
版
〈
Ｔ

１６

３４

２
・
　
〉
の
校
訂
版
。
巻
三
「
二
六
、
流
泉
啄
木
」。
二
七
課
は
「
吾
輩
は
猫
で

１２

あ
る
」）

■
別
表
１
　「
今
昔
話
収
載
教
科
書
」
欄
の
教
科
書
名
一
覧

【
明
治
期
】
０
稲
垣
千
頴
『
和
文
読
本
』、
１
関
根
正
直
『
近
体
国
文
教
科
書
』、
２
久
保
田

貞
則
『
新
撰
中
学
読
本
』、
中
村
秋
香
『
中
学
国
語
読
本
』、
４
朝
夷
六
郎
外
『
国
文
教
科

書
』、
５
藤
井
乙
男
『
新
編
国
文
読
本
』、
６
新
保
磐
次
『
中
学
国
文
読
本
』、
７
小
中
村
義

象
外
『
中
学
国
文
』、
８
物
集
高
見
『
新
撰
国
文
中
学
読
本
』、
９
落
合
直
文
『
中
等
国
文
読

本
』、　
大
塚
彦
太
郎
『
中
等
教
育
国
文
読
本
』、　
大
町
芳
衛
・
上
田
敏
『
新
体
中
学
国
文

１０

１１

―　　―７２



教
程
』、　
大
日
本
図
書
『
中
学
国
文
読
本
』、　
新
保
磐
次
外
『
国
文
読
本
』、　
吉
川
編

１２

１３

１４

輯
所
『
新
体
国
文
読
本
』、　
坂
本
四
万
太
・
久
保
得
二
『
中
学
国
語
読
本
』、　
落
合
直
文

１５

１６

『
中
等
国
語
読
本
』、　
三
土
忠
造
『
中
学
国
語
読
本
』、　
和
田
万
吉
『
中
学
国
語
教
科
書
』、

１７

１８

　
丸
山
正
彦
・
丸
井
圭
次
郎
『
中
学
国
語
漢
文
読
本
』、　
大
町
芳
衛
『
中
等
国
文
新
読
本
』、

１９

２０

　
育
英
社
編
輯
所
『
中
学
教
科
国
語
漢
文
読
本
』、　
国
学
院
編
輯
部
『
中
等
国
語
読
本
』、

２１

２２

　
国
学
院
編
輯
部
『
中
等
国
語
読
本
』（
訂
正
二
版
）、　
関
根
正
直
『
新
撰
中
学
国
文
読

２３

２４

本
』、　
保
科
孝
一
『
新
撰
国
語
読
本
』、　
芳
賀
矢
一
『
中
等
教
科
明
治
読
本
』、　
三
土

２５

２６

２７

忠
造
『
訂
正
中
学
国
語
読
本
』、　
保
科
孝
一
『
中
等
教
科
日
本
読
本
』、　
坪
内
雄
蔵
『
中

２８

２９

学
新
読
本
』、　
芳
賀
矢
一
『
新
定
中
学
読
本
』、　
坪
内
雄
蔵
『
新
撰
国
語
読
本
』、

３０

３１

【
大
正
期
】　
金
沢
庄
三
郎
『
中
学
校
用
国
語
教
科
書
』（
修
訂
四
版
）、　
上
田
万
年
・
内

３２

３３

海
弘
蔵
『
中
等
国
語
読
本
』、　
芳
賀
矢
一
『
三
訂
帝
国
読
本
』（
三
訂
）、　
三
矢
重
松

３４

３５

『
中
等
新
国
文
』、　
吉
沢
義
則
『
新
日
本
読
本
』、　
広
島
高
師
国
漢
附
属
中
研
究
会
『
中

３６

３７

等
新
国
文
』、　
八
波
則
吉
『
現
代
国
語
読
本
』（
修
訂
三
版
）、

３８

【
昭
和
戦
前
期
】　
冨
山
編
輯
部
『
国
文
（
中
学
校
用
）』、　
東
京
高
師
附
属
中
国
漢
研
究

３９

４０

会
『
新
定
国
文
読
本
』、　
垣
内
松
三
『
国
文
選
』、　
新
村
出
・
鈴
木
敏
也
・
沢
潟
久
孝

４１

４２

『
新
制
中
学
国
文
』、　
垣
内
松
三
・
古
城
貞
吉
『
国
語
読
本
』（
訂
正
再
版
）、　
金
子
元
臣

４３

４４

『
新
編
中
等
国
語
読
本
』、　
笹
川
種
郎
『
中
学
新
国
文
』、　
藤
村
作
『
帝
国
新
国
文
』、　

４５

４６

４７

松
村
武
雄
『
最
新
中
等
国
文
』、　
藤
村
作
・
島
津
久
基
『
中
等
新
国
文
』（
訂
正
再
版
）、

４８

　
芳
賀
矢
一
編
上
田
万
年
・
長
谷
川
福
平
『
帝
国
読
本
』（
新
制
二
版
）、　
岩
波
編
輯
部

４９

５０

『
国
語
』、　
高
木
武
『
大
日
本
読
本
』（
新
制
第
二
版
）、　
東
京
開
成
館
編
輯
所
『
新
制
国

５１

５２

語
読
本
』、　
能
勢
朝
次
『
醇
正
国
語
』、　
東
京
高
師
附
属
中
国
漢
研
究
会
『
中
学
国
文
』、

５３

５４

　
広
島
高
師
国
漢
附
属
中
研
究
会
『
新
制
国
語
』、　
鈴
木
敏
也
『
新
中
学
国
文
』、　
久
松

５５

５６

５７

潜
一
『
国
文
』。（
＊
は
改
訂
版
） 

●
明
治
期
『
今
昔
物
語
集
』
抄
録
本

【
Ａ
】
久
米
幹
文
・
山
田
稲
（
子
）『
今
昔
宇
治
抄
』
Ｍ
　
・
９
（
今
昔
話
　
、
宇
治
話
　
）

２３

４０

１０

【
Ｂ
】
小
中
村
（
池
辺
）
義
象
・
国
分
み
さ
子
『
今
昔
物
語
読
本
』
Ｍ
　
・
　
（
全
　
話
）

２９

１２

２８

【
Ｃ
】
藤
岡
作
太
郎
『
今
昔
物
語
選
』
Ｍ
　
・
７
（
全
　
話
）

３６

４５

※
　
小
論
で
は
明
治
三
三
、
四
年
前
後
を
境
と
し
て
中
学
校
教
科
書
へ
の
『
今
昔
物
語
集
』

話
の
採
録
が
激
減
す
る
点
に
注
目
し
た
が
、
校
正
の
間
、
甲
斐
雄
一
郎
『
国
語
科
の
成

立
』（
二
〇
〇
八
・
　
、
東
洋
館
出
版
）
に
重
要
な
記
述
（
第
四
章
第
二
節
）
を
見
出
だ

１０

し
た
の
で
補
記
し
て
お
く
。

　
甲
斐
氏
著
書
に
よ
れ
ば
、
文
部
省
高
等
学
務
局
は
学
校
間
で
生
じ
て
い
た
教
科
内
容

の
差
異
の
解
消
を
図
る
た
め
に
教
科
ご
と
に
調
査
委
員
を
選
定
し
、
明
治
三
一
年
七
月
、

『
尋
常
中
学
校
教
科
細
目
調
査
報
告
』
を
発
行
し
た
。
国
語
科
の
委
員
は
上
田
万
年
、
高

津
鍬
三
郎
、
小
中
村
義
象
、
芳
賀
矢
一
。
そ
こ
で
示
さ
れ
た
各
学
年
配
当
の
作
品
例
の
内
、

第
四
学
年
の
中
古
文
に
「
今
昔
物
語
」
の
名
が
見
え
る
。
こ
れ
は
明
治
中
盤
期
の
『
今

昔
』
の
位
置
を
知
る
材
料
で
あ
る
。
中
古
文
作
品
例
は
こ
の
外
、
第
四
学
年
に
「
土
佐
日

記
」「
落
窪
物
語
」、
第
五
学
年
に
「
大
鏡
」「
今
鏡
」「
栄
華
物
語
」。

　
し
か
し
、
明
治
三
五
年
二
月
の
「
中
学
校
教
授
要
目
」
で
は
中
古
文
は
い
ず
れ
も
消
え
、

例
示
は
小
論
中
で
も
示
し
た
「
近
古
文
」（『
細
目
調
査
報
告
』
第
四
学
年
の
「
徒
然
草
」

「
方
丈
記
」
は
「
源
平
盛
衰
記
」「
太
平
記
」
に
変
更
、
第
五
学
年
「
謡
曲
」「
増
鏡
」
は

削
除
）
と
「
近
世
文
」
だ
け
と
な
る
。
こ
れ
は
、
教
科
内
容
の
重
点
が
「
今
文
、
近
世

文
」
に
移
行
す
る
な
か
で
『
今
昔
』
か
ら
の
採
話
が
控
え
ら
れ
た
事
情
を
窺
わ
せ
る
。

た
だ
し
、　
『
新
撰
国
語
読
本
』
へ
の
検
定
意
見
（
明
治
三
八
年
三
月
）
は
『
細
目
調
査

２５

報
告
』
に
準
じ
て
い
る
。
こ
の
点
は
後
考
を
俟
ち
た
い
。
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１５１４１３１２１２１２１０９９９８８７７７７５３３１５１５１４１１１０６４４４４４４１４０３９３８３７３７３７３６３６３６３６３５
２３５２３３２３２２３０２２８２２７２２５２２２２２０２１９２１８２１７２１６２１５２１４２１３２１１２０８２０６１２４１２３１２０１１３１１１１０３１０５５５５１４９４７４５４２３９３８３６３６３３３２３０
十十十十十十十十十十十十十十五十十五十五十十十十十十二十十十十五十十十十Ｃ十十十五
２１１１１１１２１１１１１１１１１１１２１１１１２３２１２２１１２１２１４３１１１

⑩⑩８
⑩⑦⑨１８

②

２２
⑤⑥④⑩⑥２３⑧⑥④

⑦⑦⑧⑧⑥⑦⑦⑧⑦⑥⑧⑦③⑦⑧③⑧⑤⑤⑤⑤②⑨⑨⑧⑧
２５

⑦⑨
⑦

２６
⑦２７⑦
⑦

２９

３２

⑧
⑩３３⑦

３４

①４０
⑥４１⑧

４３

（丸数字は所載巻、細線□数字は今昔物語集題と一致、太線□は宇治拾遺物語依拠話題）４５
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■別表１　明治～昭和戦前期中学校教科書収載『今昔物語集』話一覧
１８１７１６１５１４１３１２１１１０９８７６５４３２１０今昔話収載教科書通番

考訂
今昔

３５３４３４３４３３３３３３３２３２３０３０２９２９２８２８２７２６２３２３２２１５発行年（明治・大正・昭和）
２９２５２４２２２１１９１８１７１５１４１３１１１０９７５２１０教科書番号
十十十十十十十十十十十Ｂ十十八七二Ａ八四四冊数
１２４２３２４１１７５４１８３４２１４１８２１０２総数『今昔』題話巻

２七十余人流遣他国国語３２５
３源信僧都母尼、往生語３９１５

⑦③１１③３大織冠、始賜藤原姓語１２２
③２３１内麿大臣、乗悪馬語１－９４２２

⑨２時平大臣、取国経大納言妻語大世８２２
③３１広沢寛朝僧正強力語宇２０２３
③４５③２高陽親王、造人形立田中語２２４

⑩⑦⑧⑤⑨③⑧⑧５⑨④①６③２０百済川成、飛騨工挑語１－２５２４
③１震旦僧長秀、来此朝被仕医師語１－７１０２４

⑧⑩③⑧６８③３１源博雅朝臣、行会坂盲許語江２３２４
③１村上天皇、与菅原文時作詩給語江２６２４

⑧⑦③⑧７１２６大江朝綱家尼、直詩読語江２７２４
１天神、御製詩読示人夢給語江２８２４

③８９１延喜御屏風伊勢御息所、読和歌語３－１３１２４
⑧⑦⑧９１０５敦忠中納言、南殿桜読和歌語３－２３２２４

１公任大納言、於白川家読和歌語３－３３４２４
③１三河守大江定基、送来読和歌語古４８２４

③１平将門、発謀反被誅語５－１１２５
③１藤原純友、依海賊被誅語５－１２２５

⑦３５１源充平良文合戦語７－１３２５
⑩３０１藤原保昌朝臣、値盗人袴垂語宇７２５

③１０３９１源頼信朝臣、責平忠恒語宇９２５
③②２藤原親孝子、為盗人被捕質依頼信言免語７－４１１２５

⑨４０１源頼信朝臣男頼義、射殺馬盗人語７－５１２２５
２２１利仁将軍若時、従京敦賀将行五位語宇１７２６

⑩１６⑨３８４頼光郎等共、紫野見物語９－２２２８
⑦１円融院御子日参曽根吉忠語９－３３２８

②１阿蘇史、値盗人謀遁語１０－８１６２８
⑧⑩⑧１８２１４信濃守藤原陳忠、落入御坂語１２－３３８２８

⑦１９⑨⑦③７立兵者、見我影成怖語１２－６４２２８
⑨３１１袴垂、於関山虚死殺人語８－５１９２９

②１紀伊国晴澄、値盗人語１７－４２１２９
③２１⑨４５２鎮西人、渡新羅値虎語宇３１２９
③２２④①②４陸奥国狗山狗、咋殺大蛇語３０－３３２２９

②１肥後国鷲、咋殺蛇語３０－２３３２９
⑦⑥２３２於鈴香山、蜂、螫殺盗人語３０－７３６２９

③１身貧男去妻、成摂津守妻語大和５３０
③１絵師巨勢広高、出家還俗語２９－３４３１

③⑧２６２陸奥国安倍頼時、行胡国空返語宇１１３１
③１佐渡国人、為風被吹寄不知島語１５－４１６３１
③１越後国被打寄小船語１５－９１８３１

③２７１７１讃岐国満農池頽国司語２９－５２２３１
２８４０総話数★異なり話数：４２（『今昔』題下線はＡＢＣ所載話題）
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３４維茂討・藤原諸任・語６０２平維茂、罰藤原諸任語２５０５
３０２８「袴垂合保昌事」宇治藤原保昌朝臣、値盗人袴垂語２５０７

１０３９１２８「河内守頼信、平忠恒ヲ責事」宇治源頼信朝臣、責平忠恒語２５０９
３２藤原親孝子為・盗人・被・捕・質依・頼信朝臣言・免語７０４藤原親孝、為盗人被捕質依頼信言免語２５１１

４０源頼義朝臣射・殺馬盗・語７０５源頼信朝臣男頼義、射殺馬盗人語２５１２
１１４８於但馬国鷲、爴取若子語２６０１
１２美濃国因幡河所・流人助語　観音利生２１０１美濃国因幡河、出水流人語２６０３

４７１８０「珠ノ価無量事」宇治鎮西貞重従者、於淀買得玉語２６１６
２２１８「利仁暑預粥事」宇治利仁将軍若時、従京敦賀将行五位語２６１７

１３３２観硯上人助・賊得・絹布・語２２０５観硯聖人、在俗時値盗人語２６１８
１４１１堀河空宅妖怪語１４１８三善清行宰相、家渡語２７３１

３７平季武値・姑穫鳥・語１３１３頼光郎等平季武、値産女語２７４３
１５４４過・鈴鹿山・人宿・不・知堂語１５０８通鈴鹿山三人、入宿不知堂語２７４４

３３１６３８貞道季武公時紫野見物語９０２頼光郎等共、紫野見物語２８０２
３４曽禰好忠推・参子日遊・語９０３円融院御子日参曽禰吉忠語２８０３

１８尾張国司五節語９０４尾張守□□五節所語２８０４
１９越前守為盛饗・六衛官人・語９０５越前守為盛、付六衛府官人語２８０５

３５木寺基僧依・物咎・付・異名・語１００２木寺基僧、依物咎付異名語２８０８
３６助泥法師設・破子・語１００３禅林寺上座助泥、缺破子語２８０９

１６１２４「青常事」宇治左京大夫□、付異名語２８２１
１５９４「三条中納言水飯事」宇治三条中納言、食水飯語２８２３

３７中納言紀長谷雄家鬼語１１０３中納言紀長谷雄家顕狗語２８２９
３８１７２０大蔵太輔藤原清廉怖・猫語１１０４大蔵大夫藤原清廉、怖猫語２８３１
３９筑前守藤原章家侍頼方錯語１１０６筑前守藤原章家侍錯語２８３４

２７東国人過・花山院御門・無礼語１２０２東人、通花山院御門語２８３７
４０１８２１信濃守藤原陳忠落・入谷・語１２０３信濃守藤原陳忠、落入御坂語２８３８
４１１９嗚呼者怖・己影・語１２０６立兵者、見我影成怖語２８４２

２０於・近江国篠原・入・墓穴・男語１２０８近江国篠原入墓穴男２８４４
３３平貞盛射・殺盗賊・語８０４平貞盛朝臣、於法師家射取（盗人）語２９０５

４２或人勘・当盗・瓜小児・語１６１０幼児、盗瓜蒙父不孝語２９１１
３１平貞道有・遠慮・語８０５袴垂、於関山虚死殺人語２９１９

２１４５３９「虎ノ鰐取タル事」宇治鎮西人、渡新羅値虎語２９３１
４３２２狗咋・殺大蛇・語３００３陸奥国狗山狗、咋殺大蛇語２９３２

２３蜂螫・殺盗賊・語３００７於鈴香山蜂、螫殺盗人語２９３６
４４２４品不賎人、去妻後返棲語３０１１

２５４９山城国貞女語４０４夫死女人、後不嫁他夫語３０１３
２６１８７「頼時ガ胡人見タル事」宇治陸奥國安倍頼時、行胡國帰来（空返）語３１１１
２７１７讃岐国満農池語２９０５讃岐国満農池頽国司語３１２２

４５２８５０植・萱草紫苑・語２２０２兄弟二人、殖萱草紫苑語３１２７
２３４１「伯母事」宇治★異なり話数：８４（内、宇治拾遺からの採

録：３）
○題下線は中学校教科書採録話題。
○考訂今昔物語所在番号の太枠は今昔原
題と一致するもの。
○「宇治」二重枠は出典記載話題。
○ＡＢＣ話番号数字太枠は今昔題との一
致、二重枠は宇治拾遺題との一致を示
す。

２６７１「伏見修理大夫許ヘ殿上人共行向事」宇治
１４９７「小野宮大饗事、　付西宮殿富小路大臣等大饗事」宇治
２５１００「下野武正大風雨日参法性寺殿事」宇治
２８１２９「白河法皇北面受領ノ下リノマネノ事」宇治
２９１３５「丹後守保昌下向ノ時致時ガ父逢事」宇治
４６１５５「宗行郎等射虎事」宇治

―　　―７６



■別表２　明治期『今昔物語集』抄録本収載話目録
Ｃ明３６Ｂ明２９Ａ明２３考訂今昔物語（付、宇治拾遺物語同一話題）今昔物語集（括弧内本文標題）
１三獸行菩薩道、莵焼身語５１３
２師子、哀猿子割肉与鷲語５１４
３（天竺）狐、自稱獸王乗師子死語５２０
４舎衛國鼻缼猿、供養帝釋語５２３
５龜、不信鶴教落地破甲語５２４
６龜、為猿被謀語５２５
７（天竺）象、足蹈立枎謀人令抜語５２７
８七十餘人流遣他國國語５３２
９（震旦）孟宗、孝老母得冬笋語９０２
１０（震旦）張敷、見死母扇戀悲母語９０６
１１（震旦）韓伯瑜、負母杖泣悲語９１１
１２朱百年、為悲母脱寒夜衾語９１２
１３（震旦）厚谷、謀父止不孝語９４５
１４長安女、代夫違枕為敵被殺語１０２１
１５關寺駈牛、化迦葉佛語１２２４
１６多武峰増賀聖人語１２３３
１７源信内供、於横川供養涅槃経語１４３９
１８源信僧都母尼、徃生語１５３９
１９下野公助、為父敦行被打不逃語１９２６

１３１８３「大将慎事」宇治依勘文左右大将可慎、枇杷大臣不慎語２０４３
１１大織冠、始賜藤原姓語２２０１

２淡海公継四家語２２０２
２３内麿右大臣乗・悪馬・語１０９内麿大臣、乗悪馬語２２０４

４高藤内大臣語２２０７
３６平維衡同致頼合戦蒙・咎語８０１平維衡同致頼、合戦蒙咎語２３１３
２４左衛門尉平致経導・明尊僧正・語８０３左衛門尉平致経、導(送)明尊僧正語２３１４
４１１３２「則光盗人ヲ切事」宇治陸奥前司橘則光、切殺人語２３１５

２０比叡山實因僧都強力語２３１９
３１７６「寛朝僧正勇力事」宇治廣澤寛朝僧正強力語２３２０

４３３１「ナリムラ強力ノ学士ニ逢事」宇治大學衆、試相撲人成村語２３２１
２１４２相撲人私市宗平、投上鰐語２３２３
２２４５高陽親王、造人形立田中語２４０２
２３５６百済川成与・飛弾工匠・挑語１０２百済川成飛弾工挑語２４０５

７碁擲寛蓮逢・碁擲女・語１０３碁擲寛蓮、値碁擲女語２４０６
６８源博雅朝臣、行會坂盲許語２４２３

２４三善清行宰相紀長谷雄口論語２０８三善清行宰相、与紀長谷雄口論語２４２５
２５村上天皇、与菅原文時作詩給語２４２６

７１２大江朝綱家尼、直詩讀語２４２７
２６８９延喜御屏風伊勢御息所読・和歌・語３０１延喜御屏風伊勢御息所、読和歌語２４３１
２７９１０敦忠中納言南殿桜読・和歌・語３０２敦忠中納言、南殿桜読和歌語２４３２
２８小野篁、被流隠岐国時讀和歌語２４４５
２９参河守大江定基、送来讀和歌語２４４８
３０筑前守源道済家人妻最期読・和歌・語３０５筑前守源道済侍妻、最後読和歌死語２４５０

３５源宛平良文合戦語７０１源充平良文合戦語２５０３
３１平維茂郎等被・殺語６０１平維茂郎等、被殺語２５０４
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